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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）のレイテンシモードを決定することと、
　前記第１のＵＥの前記レイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＵ
Ｅのための低レイテンシインターネットプロトコル（ＩＰ）パケットルーティングを有効
化することと、
　前記第１のＵＥの前記レイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて、前記低レイテ
ンシＩＰパケットルーティングのためのローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を選択すること
と、
　前記第１のＵＥおよび第２のＵＥが共通の基地局に接続されていると決定することと、
　前記第２のＵＥのレイテンシモードが前記第１のＵＥの前記レイテンシモードと同じで
あると決定することと、ここにおいて、前記第１のＵＥと前記第２のＵＥが同じレイテン
シモードであると決定することは、前記第１のＵＥと前記第２のＵＥの両方とも前記低レ
イテンシＩＰパケットルーティングが可能にされていると決定することを備える、
　前記第２のＵＥの前記レイテンシモードが前記第１のＵＥの前記レイテンシモードと同
じであると決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記共通の基地局内で前記第１
のＵＥと前記第２のＵＥとの間でパケットデータトラフィックをルーティングすることと
　を備える、方法。
【請求項２】
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　ワイヤレス通信の方法であって、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）のレイテンシモードを決定することと、
　前記第１のＵＥの前記レイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＵ
Ｅのための低レイテンシインターネットプロトコル（ＩＰ）パケットルーティングを有効
化することと、
　前記第１のＵＥの前記レイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて、前記低レイテ
ンシＩＰパケットルーティングのためのローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を選択すること
と、
　前記第１のＵＥが第１の基地局に接続され、第２のＵＥが第２の基地局に接続されてい
ると決定することと、ここにおいて、前記第１の基地局および前記第２の基地局がダイレ
クトバックホールリンクを介して通信している、
　前記第２のＵＥのレイテンシモードが前記第１のＵＥの前記レイテンシモードと同じで
あると決定することと、ここにおいて、前記第１のＵＥと前記第２のＵＥが同じレイテン
シモードであると決定することは、前記第１のＵＥと前記第２のＵＥの両方とも前記低レ
イテンシＩＰパケットルーティングが可能にされていると決定することを備える、
　前記第１の基地局と前記第２の基地局との間の前記ダイレクトバックホールリンクを介
して前記第１のＵＥと前記第２のＵＥとの間でパケットデータトラフィックをルーティン
グすることと
　を備える、方法。
【請求項３】
　前記低レイテンシＩＰパケットルーティングが、前記第１のＵＥの前記レイテンシモー
ドと関連付けられるアクセスポイント名（ＡＰＮ）に関して有効化され、前記ＬＧＷが前
記ＡＰＮに少なくとも部分的に基づいて選択される、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＵＥのために構成された各ベアラに関するサービス品質（ＱｏＳ）を決定す
ることと、
　前記決定されたＱｏＳに少なくとも部分的に基づいて前記ＬＧＷを選択することと
　をさらに備える、請求項１または２に記載の方法。
【請求項５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）のレイテンシモードを決定するための手段と、
　前記第１のＵＥの前記レイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＵ
Ｅのための低レイテンシインターネットプロトコル（ＩＰ）パケットルーティングを有効
化するための手段と、
　前記第１のＵＥの前記レイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて、前記低レイテ
ンシＩＰパケットルーティングのためのローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を選択するため
の手段と、
　前記第１のＵＥおよび第２のＵＥが共通の基地局に接続されていると決定するための手
段と、
　前記第２のＵＥのレイテンシモードが前記第１のＵＥの前記レイテンシモードと同じで
あると決定するための手段と、ここにおいて、前記第１のＵＥと前記第２のＵＥが同じレ
イテンシモードであると決定するための手段は、前記第１のＵＥと前記第２のＵＥの両方
とも前記低レイテンシＩＰパケットルーティングが可能にされていると決定するための手
段を備える、
　前記第２のＵＥの前記レイテンシモードが前記第１のＵＥの前記レイテンシモードと同
じであると決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記共通の基地局内で前記第１
のＵＥと前記第２のＵＥとの間でパケットデータトラフィックをルーティングするための
手段と
　を備える、装置。
【請求項６】
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　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）のレイテンシモードを決定するための手段と、
　前記第１のＵＥの前記レイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＵ
Ｅのための低レイテンシインターネットプロトコル（ＩＰ）パケットルーティングを有効
化するための手段と、
　前記第１のＵＥの前記レイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて、前記低レイテ
ンシＩＰパケットルーティングのためのローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を選択するため
の手段と、
　前記第１のＵＥが第１の基地局に接続され、第２のＵＥが第２の基地局に接続されてい
ると決定するための手段と、ここにおいて、前記第１の基地局および前記第２の基地局が
ダイレクトバックホールリンクを介して通信している、
　前記第２のＵＥのレイテンシモードが前記第１のＵＥの前記レイテンシモードと同じで
あると決定するための手段と、ここにおいて、前記第１のＵＥと前記第２のＵＥが同じレ
イテンシモードであると決定するための手段は、前記第１のＵＥと前記第２のＵＥの両方
とも前記低レイテンシＩＰパケットルーティングが可能にされていると決定するための手
段を備える、
　前記第１の基地局と前記第２の基地局との間の前記ダイレクトバックホールリンクを介
して前記第１のＵＥと前記第２のＵＥとの間でパケットデータトラフィックをルーティン
グするための手段と
　を備える、装置。
【請求項７】
　前記第１のＵＥの前記レイテンシモードと関連付けられるアクセスポイント名（ＡＰＮ
）に関して前記低レイテンシＩＰパケットルーティングを有効化するための手段と、
　前記ＡＰＮに少なくとも部分的に基づいて前記ＬＧＷを選択するための手段と
　をさらに備える、請求項５または６に記載の装置。
【請求項８】
　前記第１のＵＥのために構成された各ベアラに関するサービス品質（ＱｏＳ）を決定す
るための手段と、
　前記決定されたＱｏＳに少なくとも部分的に基づいて前記ＬＧＷを選択するための手段
と
　をさらに備える、請求項５または６に記載の装置。
【請求項９】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　前記ＵＥのレイテンシモード信号をネットワークに送信することと、
　前記レイテンシモード信号に少なくとも部分的に基づいて、低レイテンシインターネッ
トプロトコル（ＩＰ）パケットルーティングのための許可信号を受信することと、
　前記許可信号に少なくとも部分的に基づいて、ローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を介し
て前記許可信号に従ってパケットをルーティングすることと、
　前記ＵＥが別のＵＥと共通の基地局に接続されていると決定することと、
　前記共通の基地局を介して前記別のＵＥと通信することと、ここにおいて、前記別のＵ
Ｅとのパケットデータトラフィックは、前記共通の基地局内でルーティングされる、
　を備える、方法。
【請求項１０】
　前記低レイテンシＩＰパケットルーティングが、前記レイテンシモード信号、もしくは
加入者情報、または両方に少なくとも部分的に基づいて、アクセスポイント名（ＡＰＮ）
に関して許可される、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　サービス品質（ＱｏＳ）指示を前記ネットワークに送信すること、ここにおいて、前記
許可信号が前記ＱｏＳ指示に少なくとも部分的に基づく、
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
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【請求項１２】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　前記ＵＥのレイテンシモード信号をネットワークに送信するための手段と、
　前記レイテンシモード信号に少なくとも部分的に基づいて、低レイテンシインターネッ
トプロトコル（ＩＰ）パケットルーティングのための許可信号を受信するための手段と、
　前記許可信号に少なくとも部分的に基づいて、ローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を介し
て前記ネットワークと通信するための手段と、
　前記ＵＥが別のＵＥと共通の基地局に接続されていると決定するための手段と、
　前記共通の基地局を介して前記別のＵＥと通信するための手段と、ここにおいて、前記
別のＵＥとのパケットデータトラフィックは、前記共通の基地局内でルーティングされる
、
　を備える、装置。
【請求項１３】
　コンピュータに請求項１～４または９～１１のうちの一項に従った方法を実行させるた
めの命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１５年１１月１０日に
出願された、「Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　Ｉｐ　Ｆｌｏｗ　Ｕｌｔｒａ　Ｌｏｗ　Ｌａｔｅｎｃ
ｙ」と題する、Ｗａｎｇらによる米国特許出願第１４／９３７，０１７号、および２０１
４年１１月１１日に出願された、「Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　Ｆｌｏｗ　Ｕｌｔｒａ　Ｌ
ｏｗ　Ｌａｔｅｎｃｙ」と題する、Ｗａｎｇらによる米国仮特許出願第６２／０７８，２
１０号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]以下は、概して、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、選択されたインターネ
ットプロトコル（ＩＰ）フロー超低レイテンシ（ultra-low latency）に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどのような様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開
されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波
数、および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可
能な多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割
多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元
接続（ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム（た
とえば、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））システム）がある。
【０００４】
　[0004]例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、場合によってはユーザ機器（Ｕ
Ｅ）として知られ得る、複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、
いくつかの基地局を含み得る。基地局は、（たとえば、基地局からＵＥへの送信のために
）ダウンリンクチャネル、および（たとえば、ＵＥから基地局への送信のために）アップ
リンクチャネル上で、通信デバイスと通信し得る。
【０００５】
　[0005]ＵＥから生じるデータまたはＵＥで終了するデータは、基地局を介して、および
オペレータのコアネットワークを通してルーティングされ得る。したがって、任意の２つ
のＵＥの間のデータのための経路は遠回り（circuitous）であり得、そのような通信と関
連付けられるエンドツーエンドレイテンシに悪影響を及ぼし得る。さらに、ルーティング
はＵＥの能力を十分に利用することができない。
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【発明の概要】
【０００６】
　[0006]低減されたユーザプレーンレイテンシのためのシステム、方法、および装置につ
いて説明する。これらは、選択されたインターネットプロトコルフロー超低レイテンシ（
ＳＩＰＦＵＬＬ）を用いてエンドツーエンドユーザプレーンレイテンシ問題に対処するた
めの技法を含み得る。ネットワークは、たとえば、特定のＵＥの能力および加入に応じて
ＵＥに関してＳＩＰＦＵＬＬを有効化し（enable）得る。場合によっては、ＳＩＰＦＵＬ
Ｌは、アクセスポイント名（ＡＰＮ）単位ベースで有効化され得る。ネットワークは、し
たがって、ローカルゲートウェイまたはサービングゲートウェイを通してベアラトラフィ
ックをルーティングすることによって、または基地局内でまたは基地局同士の間で直接的
にベアラトラフィックをルーティングすることによって、ＵＥのサービス品質（ＱｏＳ）
要件をサポートし得る。
【０００７】
　[0007]ワイヤレス通信の方法について説明する。この方法は、第１のＵＥのレイテンシ
モードを決定することと、第１のＵＥのレイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて
、第１のＵＥのための低レイテンシＩＰパケットルーティングを有効化することと、第１
のＵＥの低レイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて、低レイテンシＩＰパケット
ルーティングのためのローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を選択することとを含み得る。
【０００８】
　[0008]ワイヤレス通信のための装置について説明する。この装置は、第１のＵＥのレイ
テンシモードを決定するための手段と、第１のＵＥのレイテンシモードに少なくとも部分
的に基づいて、第１のＵＥのための低レイテンシＩＰパケットルーティングを有効化する
ための手段と、第１のＵＥの低レイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて、低レイ
テンシＩＰパケットルーティングのためのローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を選択するた
めの手段とを含み得る。
【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信のためのさらなる装置について説明する。この装置は、プロセッ
サと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。
これらの命令は、第１のＵＥのレイテンシモードを決定し、第１のＵＥのレイテンシモー
ドに少なくとも部分的に基づいて、第１のＵＥのための低レイテンシＩＰパケットルーテ
ィングを有効化し、第１のＵＥの低レイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて、低
レイテンシＩＰパケットルーティングのためのローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を選択す
るためにプロセッサによって実行可能であり得る。
【００１０】
　[0010]基地局におけるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ
可読媒体について説明する。このコードは、第１のＵＥのレイテンシモードを決定し、第
１のＵＥのレイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて、第１のＵＥのための低レイ
テンシＩＰパケットルーティングを有効化し、第１のＵＥの低レイテンシモードに少なく
とも部分的に基づいて、低レイテンシＩＰパケットルーティングのためのローカルゲート
ウェイ（ＬＧＷ）を選択するために実行可能な命令を含み得る。
【００１１】
　[0011]上述の方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、
低レイテンシＩＰパケットルーティングは、第１のＵＥのレイテンシモードと関連付けら
れるアクセスポイント名（ＡＰＮ）に関して有効化され得る。追加または代替として、い
くつかの例では、ＬＧＷはＡＰＮに基づいて選択される。
【００１２】
　[0012]上述の方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、第
１のＵＥのために構成された各ベアラに関するＱｏＳを決定し、決定されたＱｏＳに少な
くとも部分的に基づいてＬＧＷを選択するための特徴、手段、または命令をさらに含み得
る。追加または代替として、いくつかの例では、ＬＧＷは基地局とコロケートされる（co
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llocated）。
【００１３】
　[0013]上述の方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、
ＬＧＷは、コアネットワーク内でサービングゲートウェイ（ＳＧＷ）とコロケートされる
。追加または代替として、いくつかの例は、第１のＵＥおよび第２のＵＥが共通の基地局
に接続されていると決定することと、第２のＵＥのレイテンシモードが第１のＵＥのレイ
テンシモードと同じであると決定することと、第２のＵＥのレイテンシモードが第１のＵ
Ｅのレイテンシモードと同じであると決定することに基づいて、共通の基地局内で第１の
ＵＥと第２のＵＥとの間でパケットデータトラフィックをルーティングすることとを含み
得る。
【００１４】
　[0014]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、パケットデータトラフィックはＩＰパケットデータを備え、ルーティングはＬＧ
Ｗを介する。追加または代替として、いくつかの例では、ＬＧＷは共通の基地局とコロケ
ートされる。
【００１５】
　[0015]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、パケットデータトラフィックはパケットデータを備え、ルーティングはパケット
データコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）または下位レイヤにある。追加または代
替として、いくつかの例は、第１のＵＥが第１の基地局に接続され、第２のＵＥが第２の
基地局に接続されていると決定すること、ここで、第１の基地局および第２の基地局がダ
イレクトバックホールリンクを介して通信している、を含み得る。いくつかの例は、第２
のＵＥのレイテンシモードが第１のＵＥのレイテンシモードと同じであると決定すること
と、第１の基地局と第２の基地局との間のダイレクトバックホールリンクを介して第１の
ＵＥと第２のＵＥとの間でパケットデータトラフィックを経路指定することとを含み得る
。
【００１６】
　[0016]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、パケットデータトラフィックはＩＰパケットデータを備え、ルーティングはＬＧ
Ｗを介する。追加または代替として、いくつかの例では、ＬＧＷは第１の基地局とコロケ
ートされた第１のＬＧＷを含み、第２の基地局とコロケートされた第２のＬＧＷを選択す
ることと、第１のＬＧＷおよび第２のＬＧＷを介してパケットデータトラフィックをルー
ティングすることと。
【００１７】
　[0017]上述の方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、
ＬＧＷは、コアネットワーク内でサービングゲートウェイ（ＳＧＷ）とコロケートされ、
ルーティングはＬＧＷを介し得る。追加または代替として、いくつかの例では、パケット
データトラフィックはパケットデータを含み、ルーティングは、パケットデータコンバー
ジェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）トラフィックまたは下位レイヤにある。
【００１８】
　[0018]上述の方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、第
１のＵＥおよび第２のＵＥが共通のＳＧＷに接続されていると決定し、第２のＵＥのレイ
テンシモードが第１のＵＥのレイテンシモードと同じであると決定し、第１のＵＥと第２
のＵＥとの間でルーティングされたパケットをＳＧＷから受信するための特徴、手段、ま
たは命令をさらに含み得る。追加または代替として、いくつかの例は、ソース基地局から
ターゲット基地局への第１のＵＥのハンドオーバを識別することと、ハンドオーバ中に低
レイテンシＩＰパケットルーティングに関するサービス連続性（continuity）を維持する
こととを含み得る。
【００１９】
　[0019]上述の方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、ソ
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ース基地局からターゲット基地局に低レイテンシＩＰルーティング指示を含み得るハンド
オーバ要求を送るための特徴、手段、または命令をさらに含み得る。追加または代替とし
て、いくつかの例は、ソース基地局においてターゲット基地局から低レイテンシＩＰルー
ティング指示を備えたハンドオーバ肯定応答を受信することを含み得る。
【００２０】
　[0020]上述の方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、低
レイテンシＩＰパケットルーティングをサポートするためのターゲット基地局の能力に少
なくとも部分的に基づいて、ソース基地局によってターゲット基地局を選択するための特
徴、手段、または命令をさらに含み得る。追加または代替として、いくつかの例は、ソー
ス基地局においてデータを受信することと、ＬＧＷによって割り振られたＩＰアドレスを
使用して、ターゲット基地局を介して第１のＵＥにデータを送信することと、第１のＵＥ
に対するデータ転送が完了したと決定することと、ターゲット基地局からＵＥコンテキス
トリリースを受信することとを含み得る。
【００２１】
　[0021]上述の方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、ソ
ース基地局からターゲット基地局に低レイテンシＩＰルーティング指示を備えたハンドオ
ーバ要求を送り、ソース基地局においてターゲット基地局から低レイテンシＩＰルーティ
ング指示とＩＰアドレスとを備えたハンドオーバ肯定応答を受信し、ソース基地局からＵ
ＥにＩＰアドレスを送信するための特徴、手段、または命令をさらに含み得る。追加また
は代替として、いくつかの例は、ソース基地局においてターゲット基地局からコンテキス
ト要求を受信することと、コンテキスト要求に応じて、ソース基地局からターゲット基地
局へハンドオーバ要求を送ることと、ハンドオーバ要求に応じて、ハンドオーバ肯定応答
をソース基地局においてターゲット基地局から受信することとを含み得る。追加または代
替として、いくつかの例は、ハンドオーバ肯定応答に応じて、ステータス転送メッセージ
をソース基地局からターゲット基地局へ送ることと、成功裏のハンドオーバ時に、ステー
タス転送メッセージに続いてコンテキストリリースをソース基地局においてターゲット基
地局から受信することとを含み得る。上述の方法、装置、または非一時的コンピュータ可
読媒体のいくつかの例は、ＬＧＷにおいてデータをキャッシュするための特徴、手段、ま
たは命令をさらに含み得る。
【００２２】
　[0022]ＵＥにおけるワイヤレス通信のさらなる方法についても説明する。この方法は、
レイテンシモード信号をネットワークに送信することと、レイテンシモード信号に少なく
とも部分的に基づいて、低レイテンシＩＰパケットルーティングのための許可信号（auth
orization signal）を受信することと、許可信号に少なくとも部分的に基づいて、ローカ
ルゲートウェイ（ＬＧＷ）を介して許可信号に従ってパケットをルーティングすることと
を含み得る。
【００２３】
　[0023]ＵＥにおけるワイヤレス通信のためのさらなる装置についても説明する。この装
置は、レイテンシモード信号をネットワークに送信するための手段と、レイテンシモード
信号に少なくとも部分的に基づいて、低レイテンシＩＰパケットルーティングのための許
可信号を受信するための手段と、許可信号に少なくとも部分的に基づいて、ローカルゲー
トウェイ（ＬＧＷ）を介して許可信号に従ってパケットをルーティングするための手段と
を含み得る。
【００２４】
　[0024]ＵＥにおけるワイヤレス通信のためのさらなる装置についても説明する。この装
置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令
とを含み得る。これらの命令は、レイテンシモード信号をネットワークに送信し、レイテ
ンシモード信号に少なくとも部分的に基づいて、低レイテンシＩＰパケットルーティング
のための許可信号を受信し、許可信号に少なくとも部分的に基づいて、ローカルゲートウ
ェイ（ＬＧＷ）を介して許可信号に従ってパケットをルーティングするためにプロセッサ
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によって実行可能であり得る。
【００２５】
　[0025]ＵＥにおけるワイヤレス通信のためのコードを記憶するさらなる非一時的コンピ
ュータ可読媒体についても説明する。このコードは、レイテンシモード信号をネットワー
クに送信し、レイテンシモード信号に少なくとも部分的に基づいて、低レイテンシＩＰパ
ケットルーティングのための許可信号を受信し、許可信号に少なくとも部分的に基づいて
、ローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を介して許可信号に従ってパケットをルーティングす
るために実行可能な命令を含み得る。
【００２６】
　[0026]上述の方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、
低レイテンシＩＰパケットルーティングは、レイテンシモード信号、もしくは加入者情報
、または両方に基づいて、アクセスポイント名（ＡＰＮ）に関して許可され（authorized
）得る。
【００２７】
　[0027]上述の方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、Ｑ
ｏＳ指示をネットワークに送信すること、ここで、許可信号がＱｏＳ指示に少なくとも部
分的に基づく、を行うための特徴、手段、または命令をさらに含み得る。追加または代替
として、いくつかの例は、ＵＥが共通の基地局に接続されていると決定することと、基地
局内通信要求をネットワークに送信することと、共通の基地局を介してＵＥと通信するこ
ととを含むことができ、ＵＥとのパケットデータトラフィックは共通の基地局内でルーテ
ィングされる。
【００２８】
　[0028]上述の方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、測
定報告をソース基地局に送信し、測定報告に少なくとも部分的に基づいて開始されたハン
ドオーバ中にサービス連続性を維持するための特徴、手段、または命令をさらに含み得る
。追加または代替として、いくつかの例は、ソースＬＧＷによって割り振られたＩＰアド
レスを利用して、アップリンクデータをターゲット基地局に送信することと、ソースＬＧ
Ｗによって割り振られたＩＰアドレスを利用して、ターゲット基地局からダウンリンクデ
ータを受信することと、ここで、ダウンリンクデータがソース基地局を介してルーティン
グされ得る、ターゲット基地局と関連付けられるターゲットＬＧＷから新しいＩＰアドレ
ス割振りを受信することとを含み得る。
【００２９】
　[0029]上述の方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、タ
ーゲット基地局と関連付けられるターゲットＬＧＷから新しいＩＰアドレス割振りを受信
することと、ソースＬＧＷによって割り振られたＩＰアドレスを利用して、アップリンク
データをターゲット基地局に送信することと、ソースＬＧＷによって割り振られたＩＰア
ドレスを利用して、ターゲット基地局からダウンリンクデータを受信することと、ここで
、ダウンリンクデータがソース基地局を介してルーティングされ得る、新しいＩＰアドレ
スを利用するための指示をモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）から受信することとを
行うための特徴、手段、または命令をさらに含み得る。追加または代替として、いくつか
の例は、ターゲット基地局と関連付けられるターゲットＬＧＷから割り振られた新しいＩ
Ｐアドレスを受信することと、ターゲット基地局と無線リソース制御（ＲＲＣ）接続を再
確立することと、ターゲットＬＧＷから割り振られた新しいＩＰアドレスを利用して、タ
ーゲット基地局と通信することとを含み得る。
【００３０】
　[0030]上述の方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、タ
ーゲット基地局と関連付けられるターゲットＬＧＷから割り振られた新しいＩＰアドレス
をＭＭＥから受信し、ターゲット基地局とのＲＲＣ接続を再確立し、新しいＩＰアドレス
割振りされたフォームザターゲットＬＧＷを利用して、ターゲット基地局と通信するため
の特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
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【００３１】
　[0031]上記では、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本
開示による例の特徴および技術的利点をかなり広く概説した。追加の特徴および利点につ
いて以下で説明する。開示する概念および具体例は、本開示の同じ目的を実行するための
他の構造を修正または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価な
構成は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示する概念の特性、それら
の編成と動作方法の両方は、関連する利点とともに、添付の図に関して以下の説明を検討
するとより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明のみのために与えられ、特許
請求の範囲の限定の定義として与えられるものではない。
【００３２】
　[0032]本開示の性質および利点のより一層の理解は、以下の図面を参照することによっ
て実現され得る。添付の図では、同様の構成要素または特徴は、同一の参照ラベルを有し
得る。さらに、同じタイプの様々な構成要素が、参照ラベルの後に、ダッシュと、同様の
構成要素の間で区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照
ラベルだけが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわ
らず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれにも適用可能である
。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】[0033]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２Ａ】[0034]本開示の様々な態様による、１つまたは複数のワイヤレス通信システム
の一例を示す図。
【図２Ｂ】本開示の様々な態様による、１つまたは複数のワイヤレス通信システムの一例
を示す図。
【図２Ｃ】本開示の様々な態様による、１つまたは複数のワイヤレス通信システムの一例
を示す図。
【図３】[0035]本開示の様々な態様による、超低レイテンシをサポートするためのコール
フローの一例を示す図。
【図４Ａ】[0036]本開示の様々な態様による、超低レイテンシをサポートするためのコー
ルフローの一例を示す図。
【図４Ｂ】本開示の様々な態様による、超低レイテンシをサポートするためのコールフロ
ーの一例を示す図。
【図５Ａ】[0037]本開示の様々な態様による、超低レイテンシをサポートするためのハン
ドオーバに関するコールフローの一例を示す図。
【図５Ｂ】本開示の様々な態様による、超低レイテンシをサポートするためのハンドオー
バに関するコールフローの一例を示す図。
【図５Ｃ】本開示の様々な態様による、超低レイテンシをサポートするためのハンドオー
バに関するコールフローの一例を示す図。
【図５Ｄ】本開示の様々な態様による、超低レイテンシをサポートするためのハンドオー
バに関するコールフローの一例を示す図。
【図６】[0038]本開示の様々な態様によるユーザ機器（ＵＥ）のブロック図。
【図７】[0039]本開示の様々な態様によるＵＥのブロック図。
【図８】[0040]本開示の様々な態様による通信管理モジュールのブロック図。
【図９】[0041]本開示の様々な態様によるＵＥを含むシステムのブロック図。
【図１０】[0042]本開示の様々な態様によるネットワークエンティティのブロック図。
【図１１】[0043]本開示の様々な態様によるネットワークエンティティのブロック図。
【図１２Ａ】[0044]本開示の様々な態様による低レイテンシ管理モジュールのブロック図
。
【図１２Ｂ】[0045]本開示の様々な態様によるハンドオーバ管理モジュールのブロック図
。



(10) JP 6672298 B2 2020.3.25

10

20

30

40

50

【図１３】[0046]本開示の様々な態様に従って構成された基地局を含むシステムのブロッ
ク図。
【図１４】[0047]本開示の様々な態様による方法を示すフローチャート。
【図１５】[0048]本開示の様々な態様による方法を示すフローチャート。
【図１６】[0049]本開示の様々な態様による方法を示すフローチャート。
【図１７】[0050]本開示の様々な態様による方法を示すフローチャート。
【図１８】[0051]本開示の様々な態様による方法を示すフローチャート。
【図１９】[0052]本開示の様々な態様による方法を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　[0053]いくつかの要因は、ワイヤレス通信システム内のエンドツーエンドレイテンシに
寄与し得る。たとえば、構成要素同士の間の各インターフェースおよび各構成要素は、デ
バイス同士の間の通信のレイテンシに影響を及ぼし得る。ユーザ機器（ＵＥ）と基地局と
の間の送信と関連付けられるレイテンシに加えて、コアネットワーク内の基地局と様々な
エンティティとの間の物理インターフェースが遅延を引き起こす可能性がある（may）。
たとえば、コアネットワークとの無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）（たとえば、基地
局）とエンティティとの間のバックホールリンクは遅延をもたらし（impart）得る。さら
に、コアネットワーク内のデバイス同士の間の物理インターフェース（たとえば、コアネ
ットワーク内のゲートウェイ同士の間の物理接続）は同様に遅延をもたらし得る。しかし
ながら、現代の通信は、ＲＡＮから、およびコアネットワークを通してデータを送信する
ことによって達成可能であり得るよりも低レイテンシ動作から利益を得るか、または低レ
イテンシ動作を必要とし得ることが多い。さらに、ＵＥは、超低レイテンシ能力など、高
度な能力を有することができ、既存のルーティング技法はこれらの能力を利用することが
できない。たとえば、ネットワークは、ＵＥの能力を認識していない場合があり、ＵＥ能
力にかかわらずデータをルーティングする場合がある。
【００３５】
　[0054]本開示は、したがって、システム内のいくつかのトラフィックが、コアネットワ
ークから離れて、および様々なＵＥに利用可能であり得る代替経路を介してルーティング
されることを可能にし得る技法を提供する。これらの技法は、超低レイテンシ（ＳＩＰＦ
ＵＬＬ）のための選択されたインターネットプロトコル（ＩＰ）として説明され得る。様
々な例では、トラフィックは、ローカルゲートウェイを介して、サービングゲートウェイ
内で、基地局内で、基地局同士の間で直接的になど、ルーティングされ得る。ルーティン
グは、１つまたは複数のＵＥのレイテンシモードに依存し得る。たとえば、ネットワーク
は、ＵＥのレイテンシモードを決定することができ、次いで、ネットワークは代替データ
ルーティング経路を選定することができる。場合によっては、ＵＥはその能力についてネ
ットワークに知らせることができる。場合によっては、ネットワーク、またはネットワー
クオペレータは、ＳＩＰＦＵＬＬ動作が可能な様々なＵＥに関するアクセスポイント名（
ＡＰＮ）ベースでＳＩＰＦＵＬＬを有効化することができる。
【００３６】
　[0055]ネットワークはまた、低レイテンシ（たとえば、ＳＩＰＦＵＬＬ）動作をサポー
トするモビリティ手順を採用することができる。たとえば、ＳＩＰＦＵＬＬ可能なＵＥの
場合、ネットワーク、またはネットワークのエンティティ（たとえば、ＲＡＮ）は、低レ
イテンシ動作を確実にしようとして、ハンドオーバ中にサービス連続性を維持することが
できる。そのようなモビリティ手順は、システムの異なるエンティティによるＩＰアドレ
スの利用および割振りの様々な方法を含み得る。
【００３７】
　[0056]以下の説明は例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用可
能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明する
要素の機能および構成に変更が行われ得る。様々な例は、適宜、様々な手順または構成要
素を省略、置換、または追加し得る。たとえば、説明する方法は、説明する順序とは異な
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る順序で実行され得、様々なステップが追加され、省略され、または組み合わせられ得る
。また、いくつかの例に関して説明される特徴は、他の例では組み合わせられ得る。
【００３８】
　[0057]図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例を示
す。システム１００は、基地局１０５と、ＵＥ１１５と、コアネットワーク１３０とを含
む。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証と、アクセス許可と、トラッキングと、ＩＰ
接続性と、他のアクセス、ルーティング、またはモビリティ機能とを提供し得る。基地局
１０５は、バックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１など）を通してコアネットワーク
１３０とインターフェースする。基地局１０５は、ＵＥ１１５との通信のための無線構成
およびスケジューリングを実行し得るか、または基地局コントローラ（図示せず）の制御
下で動作し得る。様々な例では、基地局１０５は、ワイヤード通信リンクまたはワイヤレ
ス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ１など）を介して互い
と直接的にまたは間接的に（たとえば、コアネットワーク１３０を通して）通信し得る。
【００３９】
　[0058]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レスに通信することができる。基地局１０５の各々は、それぞれの地理的カバレージエリ
ア１１０に通信カバレージを与え得る。いくつかの例では、基地局１０５は、基地トラン
シーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（
ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれ
ることがある。基地局１０５のための地理的カバレージエリア１１０は、カバレージエリ
アの一部分のみを構成するセクタに分割され得る（図示せず）。ワイヤレス通信システム
１００は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロ基地局またはスモールセル基
地局）を含み得る。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリア１１０があり得
る。いくつかの例では、下でより詳細に説明するように、ローカルゲートウェイ（ＬＧＷ
）は基地局１０５とコロケートされ得る。
【００４０】
　[0059]基地局１０５は、Ｓ１インターフェースによってコアネットワーク１３０に接続
され得る。コアネットワーク１３０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１３５と
、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１４０と、サービングゲートウェイ（ＳＧＷ）１４５と
、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ（ＰＧＷ）１５０とを含み得る発
展型パケットコア（ＥＰＣ）であり得る。ユーザＩＰパケットは、それ自体がＰＧＷ１５
０に接続され得るＳＧＷ１４５を介して転送され得る。ＰＧＷ１５０はＩＰアドレス割振
りならびに他の機能を提供し得る。ＰＧＷ１５０はネットワークオペレータのＩＰサービ
スに接続され得る。オペレータのＩＰサービスは、インターネットと、イントラネットと
、ＩＰマルチメディアシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia System）と、パケット交換（Ｐ
Ｓ：Packet-Switched）ストリーミングサービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）とを
含み得る。ＭＭＥ１３５およびＨＳＳ１４０を含めて、様々なネットワークエンティティ
の機能について下でさらに詳細に説明する。
【００４１】
　[0060]マクロセルは、一般に、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメー
トル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥ１１５による
無制限アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、マクロセルと
同じまたは異なる（たとえば、認可、無認可などの）周波数帯域内で動作し得る低電力基
地局である。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセル、フェムトセル、およびマイ
クロセルを含み得る。ピコセルは、たとえば、小さい地理的エリアをカバーし得、ネット
ワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥ１１５による無制限アクセスを可能にし
得る。また、フェムトセルは、小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フ
ェムトセルとの関連を有するＵＥ１１５（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：clos
ed subscriber group）中のＵＥ１１５、自宅内のユーザのためのＵＥ１１５など）によ
る制限付きアクセスを与え得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれるこ
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とがある。スモールセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムト
ｅＮＢ、またはホームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たと
えば、２つ、３つ、４つなどの）セル（たとえば、コンポーネントキャリア）をサポート
し得る。
【００４２】
　[0061]ワイヤレス通信システム１００は、同期動作または非同期動作をサポートするこ
とができ得る。同期動作の場合、基地局１０５は同様のフレームタイミングを有し得、異
なる基地局１０５からの送信は時間的に近似的に整合され得る。非同期動作の場合、基地
局１０５は異なるフレームタイミングを有し得、異なる基地局１０５からの送信は時間的
に整合されないことがある。本明細書で説明する技法は、同期動作または非同期動作のい
ずれにも使用され得る。
【００４３】
　[0062]様々な開示する例のうちのいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化プ
ロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得、ユーザプレー
ン内のデータはＩＰに基づき得る。無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤが、論理チャネルを
介して通信するためにパケットセグメンテーションおよびリアセンブリを実行し得る。媒
体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤが、優先度ハンドリングと、トランスポートチャネルへ
の論理チャネルの多重化とを実行し得る。ＭＡＣレイヤはまた、リンク効率を改善するた
めに、ＭＡＣレイヤにおいて再送信を行うためにハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）
を使用することができる。制御プレーンでは、無線リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルレ
イヤは、ＵＥ１１５と基地局１０５との間のＲＲＣ接続の確立と構成と保守とを行い得る
。ＲＲＣプロトコルレイヤはまた、ユーザプレーンデータのための無線ベアラのコアネッ
トワーク１３０サポートのために使用され得る。物理（ＰＨＹ）レイヤにおいて、トラン
スポートチャネルは物理チャネルにマッピングされ得る。
【００４４】
　[0063]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は固定または移動であり得る。ＵＥ１１５は、移動局、加入者局、モバイルユニ
ット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワ
イヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、ア
クセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエー
ジェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語を含む
か、またはそのように当業者によって呼ばれることがある。ＵＥ１１５は、セルラーフォ
ン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘル
ドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、
ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモー
ルセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器
と通信することが可能であり得る。
【００４５】
　[0064]ワイヤレス通信システム１００に示されている通信リンク１２５は、ＵＥ１１５
から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、または基地局１０５からＵＥ１１５へ
のダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれ
ることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。各通信リン
ク１２５は１つまたは複数のキャリアを含み得、各キャリアは、上記で説明した様々な無
線技術に従って変調された複数のサブキャリア（たとえば、異なる周波数の波形信号）か
らなる信号であり得る。各被変調信号は、異なるサブキャリア上で送られ得、制御情報（
たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬
送し得る。通信リンク１２５は、周波数分割複信（ＦＤＤ）動作を使用して（たとえば、
対スペクトルリソースを使用して）または時分割複信（ＴＤＤ）動作を使用して（たとえ
ば、不対スペクトルリソースを使用して）双方向通信を送信することができる。ＦＤＤ（
たとえば、フレーム構造タイプ１）およびＴＤＤ（たとえば、フレーム構造タイプ２）の
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ためのフレーム構造が定義され得る。
【００４６】
　[0065]ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作、すな
わち、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動作と呼ばれることがあ
る機能をサポートし得る。通信リンク１２５によって表されることが可能なキャリアは、
コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャネルなどと呼ばれる場合もある。「キャ
リア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」、および「チャネル」という用語は、本
明細書では互換的に使用されることがある。ＵＥ１１５は、キャリアアグリゲーションの
ために、複数のダウンリンクＣＣと１つまたは複数のアップリンクＣＣとで構成され得る
。キャリアアグリゲーションは、ＦＤＤコンポーネントキャリアとＴＤＤコンポーネント
キャリアの両方とともに使用され得る。
【００４７】
　[0066]場合によっては、データ（たとえば、インターネットまたはボイスオーバＬＴＥ
（ＶｏＬＴＥ）トラフィック）は、いくつかの中間エンティティを介してシステムを通し
てルーティングされ得る。たとえば、ＵＥ１１５からのデータは、通信リンク１２５を介
して基地局１０５にルーティングされ、次いで、バックホールリンク１３２（たとえば、
Ｓ１インターフェース）を介して基地局１０５からコアネットワーク１３０に、インター
ネットを介して別のユーザ（図示せず）にルーティングされ得る。この通信と関連付けら
れるレイテンシは、この通信の各終端同士の間、たとえば、ＵＥ１１５と他の終端におけ
るデータの受信者との間の様々なエンティティおよび物理的接続に応じて（be a functio
n of）よく、３０ｍｓ程度の往復時間（ＲＴＴ）を有し得る。
【００４８】
　[0067]しかしながら、場合によっては、データは、エンドツーエンドレイテンシを低減
し得るＳＩＰＦＵＬＬを使用して、より短い経路を介してルーティングされ得る。たとえ
ば、データは、コアネットワーク１３０への、およびコアネットワーク１３０を通した経
路を回避するために、ＬＧＷを介してインターネットに直接的にルーティングされ得る。
そのような場合、レイテンシは、ＵＥ１１５から基地局までの送信の送信時間間隔（ＴＴ
Ｉ）に、ＨＡＲＱのＲＴＴと関連付けられる遅延を加え、基地局１０５とＬＧＷとの間の
通信のための時間、およびＬＧＷからインターネットへの通信のための時間を加えた時間
に低減され得る。この手法を用いると、バックホール１３２と関連付けられる遅延が少な
くとも回避され得、この遅延は、バックホール１３２の物理的属性（たとえば、ファイバ
またはマイクロ波）に応じ、したがって、比較的大きい可能性がある。これは、図２Ａ～
図２Ｃを参照して、下でより十分に論じられる。
【００４９】
　[0068]他の場合、２個のＵＥ１１５は両方ともシステム１００内にあり得、データは、
コアネットワークをまずナビゲートする必要なしに、それらのＵＥ同士の間でルーティン
グされ得る。たとえば、共通の基地局１０５に接続された２個のＵＥ１１５は、基地局１
０５またはＬＧＷ内でルーティングされたそれら同士の間にトラフィックを有し得る。そ
のような場合、レイテンシは、ＴＴＩにＨＡＲＱ　ＲＴＴを加えたものに、基地局１０５
とＬＧＷとの間の通信のための時間を加えた時間の２（２）倍に等しい値に低減され得る
。この場合も、この手法を用いると、バックホール１３２と関連付けられる遅延が回避さ
れ得る。これもまた、図２Ａ～図２Ｃを参照して、下でより十分に論じられる。
【００５０】
　[0069]いくつかの他の選択的ＩＰルーティングプロトコルとは異なり、ＳＩＰＦＵＬＬ
は、ベストエフォート型ＩＰトラフィックオフローディングというよりもむしろ、ＵＥの
レイテンシ要件および許可（requirements and authorizations）に依存し得る。言い換
えれば、システム１００は、ＵＥのレイテンシモードを決定することができ、ネットワー
クは、ＵＥのレイテンシモードに基づいてルーティングを選定することができる。場合に
よっては、ＳＩＰＦＵＬＬは、アクセスポイント名（ＡＰＮ）に基づいて、所与のＵＥ１
１５のためのシステム１００内で有効化されることが可能であり、たとえば、ＳＩＰＦＵ
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ＬＬは、ＵＥ１１５に関するレイテンシ要件を決定すると（upon）有効化され得る。
【００５１】
　[0070]ＡＰＮは、ワイヤレスネットワークと別のコンピュータネットワーク（たとえば
、インターネット）との間のゲートウェイの名称であり得る。たとえば、回路交換音声接
続とは反対に、データ接続を行うＵＥ１１５は、ネットワークにアクセスするとそれが伝
えるＡＰＮで構成され得る。コアネットワーク１３０のサーバは、次いで、何のタイプの
ネットワーク接続が作成されるべきか（たとえば、何のＩＰまたはインターネットプロト
コルマルチメディアシステム（ＩＭＳ）アドレスが割り当てられるべきか、または何のセ
キュリティ方法が使用されるべきか）を決定するために、ＡＰＮを検査することができる
。言い換えれば、ＡＰＮは、ＵＥ１１５が通信することを希望するパケットデータネット
ワーク（ＰＤＮ）を識別することができる。ＰＤＮを識別することに加えて、ＡＰＮは、
ＰＤＮによって提供されるサービスタイプ（たとえば、ワイヤレスアプリケーションプロ
トコル（ＷＡＰ）サーバまたはマルチメディアメッセージングサービス（ＭＭＳ））を定
義するために使用されてもよい。いくつかの例では、ＨＳＳ１４０は、ＵＥ１１５に関す
るＡＰＮ単位ベースでＳＩＰＦＵＬＬを有効化（たとえば、許可）することができる。追
加または代替として、ＭＭＥ１３５は、ＵＥ１１５に関するＡＰＮ単位ベースでＬＧＷを
選択することができる。言い換えれば、ＭＭＥ１３５は、ＵＥ１１５のために構成された
各ベアラに関するＱｏＳに基づいてＬＧＷを選択することもできる。有効化されると、Ｕ
Ｅ１１５は、通常（たとえば、非ＳＩＰＦＵＬＬ動作）のために生じる請求（charges ac
crued）とは異なり得る、ＬＧＷの使用のために請求され得る。
【００５２】
　[0071]場合によっては、ＵＥ１１５は、ハンドオーバなど、モビリティ手順を用いて、
１つの基地局１０５（たとえば、ソース基地局）からもう１つの基地局１０５（たとえば
、ターゲット基地局）に転送され得る。ソース基地局１０５またはＭＭＥ１３５などのネ
ットワークエンティティは、ＳＩＰＦＵＬＬが可能にされたＵＥ１１５のハンドオーバを
識別することができ、ネットワークエンティティは、ＵＥ１１５のためのサービス連続性
を維持し、ＵＥ１１５に関するレイテンシ要件が満たされることを確実にするか、または
確実にすることを試みることができる。
【００５３】
　[0072]図２Ａ～図２Ｃは、本開示の様々な態様による、ＳＩＰＦＵＬＬのためのワイヤ
レス通信システム２００の例を示す。ワイヤレス通信システム２００は、通信リンク１２
５を介して通信している場合があり、図１を参照して上記で説明したＵＥ１１５および基
地局１０５の例であり得る、ＵＥ１１５と基地局１０５とを含み得る。ワイヤレス通信シ
ステム２００は、１つまたは複数のＬＧＷ２０５と発展型パケットコア（ＥＰＣ）１３０
－ａとを含み得る。ＥＰＣ１３０－ａは、図１を参照して上記で説明した例示的なコアネ
ットワーク１３０であり得る。発展型パケットコア１３０－ａは、それぞれ、図１のＳＧ
Ｗ２１０およびＰＧＷ１４０の例であり得る、ＳＧＷ２１０とＰＧＷ２１５とを含み得る
。ＬＧＷ２０５およびＰＧＷ２１５は、ＰＤＮ（たとえば、インターネット）２２０に対
するアクセスをＵＥ１１５に提供することができる。
【００５４】
　[0073]ＥＰＣ１３０－ａは、ＭＭＥ１３５（図１）とＨＳＳ（図１）とを含み得る。Ｍ
ＭＥは、ＵＥ１１５とＥＰＣ１３０－ａとの間のシグナリングを処理する制御ノードであ
り得る。たとえば、ＭＭＥは、ベアラおよび接続管理をＵＥ１１５に提供することができ
る。ＭＭＥは、アイドルモードＵＥ１１５に関する、トラッキングおよびページングと、
ベアラのアクティブ化および非アクティブ化と、ＵＥ１１５のためのサービングゲートウ
ェイ２１０またはローカルゲートウェイ２０５の選択とを担当し得る。いくつかの例では
、ＭＭＥはＡＰＮ単位でローカルゲートウェイ２０５を選択することができる。他の例で
は、ＭＭＥは、各ベアラに関するＱｏＳに基づいてＬＧＷを選択することができる。ＭＭ
Ｅは、基地局１０５と通信することができ、さらにＵＥ１１５を認証し、ＵＥ１１５との
非アクセス層（ＮＡＳ）シグナリングを実装することができる。ＨＳＳは、他の機能の中
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でも、加入者データを記憶し、ローミング制限を管理し、加入者のためのアクセス可能Ａ
ＰＮを管理し、加入者をＭＭＥに関連付けることができる。
【００５５】
　[0074]ＥＰＣ１３０－ａを通して送信されるユーザＩＰパケットは、サービングゲート
ウェイ２１０を通して転送され得る。システム２００のアーキテクチャに従って、サービ
ングゲートウェイ２１０は、態様ユーザプレーンであり得、ｅＮＢ間ハンドオーバおよび
異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）間のハンドオーバのためのモビリティアンカーとして
働き得る。ＰＧＷ２１５は、ＰＤＮ２２０など、１つまたは複数の外部パケットデータネ
ットワークへの接続性を提供することができる。ＰＤＮ２２０は、インターネット、イン
トラネット、ＩＰマルチメディアシステム（ＩＭＳ）、パケット交換（ＰＳ）ストリーミ
ングサービス（ＰＳＳ）、および／または他のタイプのＰＤＮを含み得る。
【００５６】
　[0075]ＳＩＰＦＵＬＬが有効化されるとき、ＵＥ１１５とＰＤＮ２２０－ｂとの間のユ
ーザプレーントラフィックがＥＰＣ１３０－ａから導出され、ローカルゲートウェイ２０
５基地局１０５－ａとＰＤＮ２２０－ａとの間のＳＧｉ接続にオフロードされ得る。ロー
カルゲートウェイ２０５とＰＤＮ２２０－ａとの間のＳＧｉ接続を介したベアラトラフィ
ックをサポートするために、ローカルゲートウェイ２０５は、Ｓ５インターフェースを介
してサービングゲートウェイ２１０と通信することができる。ＳＩＰＦＵＬＬは、ネット
ワークポリシーのセットおよび／またはＵＥ１１５についての加入情報に基づいて、ＳＩ
ＰＦＵＬＬがＵＥ１１５の接続に対して許可されるとＭＭＥが決定した場合、接続性アク
ティブ化中にＵＥ１１５のＰＤＮ接続のために有効化され得る。接続に対してＳＩＰＦＵ
ＬＬが許可されると決定すると、ＭＭＥは、ローカルゲートウェイ２０５のネットワーク
アドレスを使用して接続ためのＳＩＰＦＵＬＬベアラをセットアップしてよい。ＭＭＥは
、基地局１０５－ａとの通信（たとえば、Ｓ１制御メッセージによる）、１つまたは複数
のオペレーションアドミニストレーションおよびマネジメント（ＯＡＭ）メッセージ、ま
たは他の通信ソースに基づいて、ローカルゲートウェイ２０５のネットワークアドレスを
決定することができる。
【００５７】
　[0076]図２Ａに示すように、基地局１０５－ａなど、いくつかの基地局１０５は、コロ
ケートＬＧＷ２０５と構成され得る。基地局１０５－ａは、Ｘ２共通制御メッセージを使
用して、ネイバー基地局１０５－ｂと通信することができる。したがって、基地局１０５
－ａは、Ｘ２インターフェースのセットアップ中に、そのローカルゲートウェイ２０５の
ネットワークアドレスをネイバー基地局１０５－ｂに提供することができる。結果として
、ネイバー基地局１０５－ｂに接続されたＵＥ１１５－ｃは、ローカルゲートウェイ２０
５を介してデータトラフィックをＰＤＮ２２０－ａにリダイレクトすることによって、Ｓ
ＩＰＦＵＬＬを利用するように適合され得る。基地局１０５－ａ、ＬＧＷ２０５、または
ＥＰＣ１３０－ａ内のエンティティなど、ネットワークエンティティは、ＵＥ１１５（た
とえば、ＵＥ１１５－ａ）のレイテンシモードを決定することができる。図２Ｂに示すよ
うに、基地局１０５－ａおよび１０５－ｂなど、いくつかの基地局１０５は、コロケート
ＬＧＷ２０５と構成され得る。図２Ｃに示すような、他の例では、ＬＧＷ２０５は、ＳＧ
Ｗ２１０と関連付けられるか、またはコロケートされてよく、独立型ＬＧＷと呼ばれる場
合がある。
【００５８】
　[0077]しかしながら、図３を参照して下で説明するように、ＬＧＷ２０５のロケーショ
ンにかかわらず、ＳＩＰＦＵＬＬが有効化され、ＡＰＮ単位ベースでＬＧＷ２０５が選択
され得る。たとえば、ネットワークエンティティは、レイテンシモードに基づいて、ＵＥ
１１５－ａのＡＰＮに関して低レイテンシＩＰパケットルーティング（たとえば、ＳＩＰ
ＦＵＬＬ）を有効化することができ、ネットワークエンティティは、ＡＰＮに基づいて、
低レイテンシＩＰパケットルーティングのためのＬＧＷを選択することができる。場合に
よっては、ネットワークエンティティは、ＵＥ１１５のために構成された各ベアラに関す
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るＱｏＳを決定し、決定されたＱｏＳに基づいてＬＧＷを選択することができる。
【００５９】
　[0078]追加または代替として、トラフィックは共通の基地局１０５内でルーティングさ
れ得る。たとえば、ＵＥ１１５－ａと１１５－ｂとの間のトラフィックは基地局１０５－
ａ内でルーティングされ得る。たとえば、ＵＥ１１５－ａは、共通の基地局１０５－ａに
よってサービスされるピアＵＥ１１５－ｂとの通信を確立するように要求することができ
る。たとえば、基地局１０５－ａ、ＬＧＷ２０５、またはＥＰＣ１３０－ａ内のエンティ
ティなどのネットワークエンティティは、ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂが共通の基地
局１０５－ａに接続されていると決定することができる。ネットワークエンティティは、
ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂが同じレイテンシモードを有する（たとえば、両方とも
ＳＩＰＦＵＬＬが可能にされている）と決定することもでき、それは、したがって、基地
局１０５－ａを用いてＵＥ１１５－ａと１１５－ｂとの間でパケットデータトラフィック
をルーティングすることができる。
【００６０】
　[0079]いくつかの例では、ＵＥ１１５－ａは、それがＵＥ１１５－ｂと共通の基地局に
接続していると決定することができる。ＵＥ１１５－ａは、したがって、基地局内通信要
求を基地局１０５－ａに、または基地局１０５－ａを介してＥＰＣ１３０－ａに送信する
ことができる。ＵＥ１１５－ａは、次いで、ＵＥ１１５－ｂと通信することができ、これ
は、基地局内通信のための許可の受信時であり得る。
【００６１】
　[0080]他の例では、ＵＥ１１５同士の間のトラフィックは、ＥＰＣ１３０－ａを通過せ
ずに、基地局１０５同士の間でルーティングされ得る。たとえば、ＵＥ１１５－ａと１１
５－ｃとの間のトラフィックは、基地局１０５－ａと１０５－ｂとの間のＸ２インターフ
ェースを介してルーティングされ得る。上記で説明したように、ネットワークエンティテ
ィは、ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｃが、それぞれ、基地局１０５－ａおよび１０５－
ｂに接続されていると決定することができる。ネットワークエンティティは、ＵＥ１１５
－ａおよび１１５－ｃが同じレイテンシモードを有すると決定することもでき、したがっ
て、それは、基地局１０５－ａと１０５－ｂとの間のＸ２インターフェースを介してＵＥ
１１５－ａと１１５－ｃとの間でパケットデータトラフィックをルーティングすることが
できるか、またはトラフィックはＬＧＷ２０５－ａと２０５－ｂとの間でルーティングさ
れ得る。
【００６２】
　[0081]またさらなる例では、ＵＥ１１５同士の間のトラフィックは、ＰＧＷ２１５を通
過せずにＳＧＷ２１０を介してルーティングされ得る。したがって、たとえば、ＵＥ１１
５－ｂと１１５－ｃとの間のトラフィックは、基地局１０５－ａおよび１０５－ｂ、なら
びにＳ１インターフェースを介してＳＧＷ２１０を介してルーティングされ得る。したが
って、ネットワークエンティティは、上記で説明したように、ＵＥ１１５－ｂおよび１１
５－ｃが共通のＳＧＷに接続されていると決定することができる。ネットワークエンティ
ティは、ＵＥ１１５－ｂおよび１１５－ｃが同じレイテンシモードを有すると決定するこ
ともでき、したがって、それは、ＳＧＷ２１０を介してＵＥ１１５－ａと１１５－ｃとの
間でパケットデータトラフィックをルーティングすることができ、またはトラフィックは
、ＬＧＷ２０５－ａと２０５－ｂとの間でルーティングされ得る。ＵＥ１１５同士の間の
ルーティングは、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤ、また
は下位レイヤにおいて実行され得る。場合によっては、ネットワークエンティティは、Ｕ
Ｅ１１５－ａと１１５－ｃとの間でルーティングされたパケットをＳＧＷから受信するこ
とができる。
【００６３】
　[0082]いくつかの例では、コンテンツ配信のためのレイテンシを低減するのを助けるた
めに、たとえば、ＥＰＣ１３０－ａのエッジ付近のコンテンツキャッシングが採用され得
る。たとえば、ＬＧＷ２０５、ＳＧＷ２１０、またはＰＧＷ２１５は、キャッシュされた
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コンテンツのためのローカルサーバを含み得る。他の例では、独立型コンテンツサーバ（
図示せず）がＥＰＣ１３０－ｂ内に含まれてよい。普及している、または頻繁にアクセス
されるコンテンツはこれらのサーバにおいて記憶され得る。たとえば、ネットワークオペ
レータは、いくつかのＵＥ１１５からの要求に基づいて、これらのサーバにおいてキャッ
シュを構築することができる。したがって、いくつかの例では、ユーザが、ＵＥ１１５を
介して、コンテンツ（たとえば、ビデオ）に関するドメインネームシステム（ＤＮＳ）ル
ックアップを実行するとき、ＤＮＳはネットワークエンティティのローカルサーバにおけ
るキャッシュにＵＥ１１５を導くことができる。これは、バックホール送信および処理遅
延を回避することによってレイテンシを削減するのにさらに役立つ可能性があり、上記で
論じたＳＩＰＦＵＬＬ手順とともに採用され得る。
【００６４】
　[0083]システム２００内で実装され可能である様々なＳＩＰＦＵＬＬ手順について、図
３～図４Ｂを参照して説明する。図３は、本開示の様々な態様による、超低レイテンシを
サポートするためのコールフロー３００の一例を示す。コールフロー３００は、図１～図
２を参照して上記で説明したＵＥ１１５の一例であり得るＵＥ１１５－ｄを含み得る。通
信図３００はまた、図１～図２を参照して上記で説明した基地局１０５の一例であり得る
基地局１０５－ｃを含み得る。図３は、各々、図１～図２Ｃを参照して説明したＬＧＷ２
０５、ＭＭＥ１３５、またはＨＳＳ１４０の例であり得る、ＬＧＷ２０５－ｄと、ＭＭＥ
３０５とＨＳＳ３１０とをさらに含み得る。ＬＧＷ２０５－ｄは、図２Ａ～図２Ｃを参照
して説明したように、様々に位置し得る。
【００６５】
　[0084]ＵＥ１１５－ｄは、ＭＭＥ３０５との初期アタッチ要求３１２を行うことができ
る。初期アタッチ要求３１２は、オプションで、ＵＥ１１５－ｄに関してＳＩＰＦＵＬＬ
が許可され得るＡＰＮを識別することができる。いくつかの例では、ＵＥ１１５－ｄは、
初期アタッチ要求３１２内にＳＩＰＦＵＬＬ要求を指示することができる。追加または代
替として、ＵＥ１１５－ｄは、初期アタッチ要求３１２内のＳＩＰＦＵＬＬ要求と関連付
けられるＱｏＳ要件を識別することができる。ＭＭＥ３０５は、ＵＥ１１５－ｄから要求
を受信し、ＵＥ１１５－ｄに関する加入情報に基づいて、ＵＥ１１５－ｄが要求されたＡ
ＰＮとのＰＤＮ接続のためにＳＩＰＦＵＬＬを使用することが許可されるかどうかを検証
することができる。場合によっては、ＭＭＥ３０５は、ＵＥ１１５－ｄから受信されたＱ
ｏＳ要件と関連付けられるＳＩＰＦＵＬＬに関するフロー単位ベースの許可（per flow b
ased authorization）を実行することができる。ＭＭＥ３０５は、要求されるＡＰＮとの
ＰＤＮ接続が許可されるかどうかを検証するために、ＵＥ１１５－ｄに関する加入情報を
たとえば、ＨＳＳ３１０から受信することができる。
【００６６】
　[0085]ＭＭＥ３０５は、ＨＳＳ３１０から取得された加入情報に基づいて、ＡＰＮまた
は他のＡＰＮと関連付けられるトラフィックが許可され得るか、または禁止され得るかを
指示することができる。ＵＥ１１５－ｄが関連するＡＰＮに関してＳＩＰＦＵＬＬを利用
することが許可されるとＭＭＥ３０５が決定する場合、ＭＭＥ３０５は、ＳＩＰＦＵＬＬ
コロケートＬＧＷ２０５－ｄがＵＥ１１５－ｄに関して確立されるべきであることを基地
局１０５－ｃに指示することができる３１４。追加または代替として、ＭＭＥ３０５は、
ＳＩＰＦＵＬＬ　ＰＤＮ接続確立のために独立型ＬＧＷ２０５－ｄを選択することができ
る。それに応じて、基地局１０５－ｃは、ＲＲＣ接続再構成メッセージ３１６をＵＥ１１
５－ｄに送信することができる。ＲＲＣ接続再構成メッセージ３１６は、ＵＥ１１５－ｄ
との無線ベアラを確立することによって、ＳＩＰＦＵＬＬを利用して、新しいＰＤＮ接続
のためにＵＥ１１５－ｄを構成することができる。その後、基地局１０５－ｃは、ＵＥ１
１５－ｄのためのＬＧＷ２０５－ｄに対する直接ユーザプレーン経路３１８を有効化し得
る。ＵＥ１１５－ｄは、データリンク３２２および３２４を介して、基地局１０５－ｃお
よびＬＧＷ２０５－ｄを介してデータを送受信することができる。いくつかの例では、Ｓ
ＩＰＦＵＬＬサービスは、ユーザに対する高まったコストと関連付けられることが可能で
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あり、したがって、ローカルゲートウェイ２０５－ｄは、ＳＩＰＦＵＬＬサービスを利用
してオフロードされたデータ量に基づいて、請求記録（charging record）３２６を作成
することができる。
【００６７】
　[0086]図４Ａおよび図４Ｂは、本開示の様々な態様による、超低レイテンシをサポート
するためのコールフロー４００の一例を示す。図４Ａの例は、図１～図３を参照して上記
で説明した、ＵＥ１１５および基地局１０５の例であり得る、ＵＥ１１５－ｅおよび１１
５－ｆと、基地局１０５－ｄとを含み得る。コールフロー４００－ａは、各々、図１～図
２Ｃを参照して説明した、ＭＭＥ１３５もしくは３０５、またはＨＳＳ１４０もしくは３
１０の例であり得る、ＭＭＥ３０５－ａとＨＳＳ３１０－ａとを含むこともできる。
【００６８】
　[0087]第１のＵＥ（たとえば、ＵＥ１１５－ｆ）は、ＳＩＰＦＵＬＬに対する許可を取
得するか、ＳＩＰＦＵＬＬを有効化するために、レイテンシモードを含み得る登録メッセ
ージ４０２をＭＭＥ３０５－ａに送信することができる。いくつかの例では、登録要求は
ＡＰＮと関連付けられ得る。ＨＳＳ３１０－ａから取得された加入者情報に基づいて、Ｍ
ＭＥ３０５－ａは、ＳＩＰＦＵＬＬに対するＵＥ１１５－ｆ要求を許可するか、または拒
否することのいずれかが可能である。ＭＭＥ３０５－ａが登録要求を許可する場合、ＭＭ
Ｅ３０５－ａはその許可について基地局１０５－ｄに通知することができる。
【００６９】
　[0088]第２のＵＥ（たとえば、１１５－ｅ）は、ＳＩＰＦＵＬＬ機能を取得するために
登録要求をＭＭＥ３０５－ａに送信することもできる４０４。第２のＵＥ１１５－ｅから
発行された登録要求の許可に基づいて、ＭＭＥ３０５－ａは、第１および第２のＵＥ１１
５と関連付けられる情報を記憶することができる４０６。いくつかの例では、記憶された
ＵＥ情報は、第１および第２のＵＥ識別（ＵＥＩＤ）と、第１および第２のＵＥ　ＩＰア
ドレスと、関連する基地局１０５－ｄとを含み得る。
【００７０】
　[0089]第１のＵＥ（たとえば、ＵＥ１１５－ｆ）は、第２のＵＥ（たとえば、ＵＥ１１
５－ｅ）を対象とする通信を指示して、基地局１０５－ｄとのＲＲＣ接続を確立すること
ができる４０８。基地局１０５－ｄは、ＲＲＣ接続要求４０８を受信し、対象とするター
ゲットとしてＵＥ１１５－ｅを識別するとすぐ、サービス要求４１２をＭＭＥ３０５－ａ
に転送することができる。それに応じて、ＭＭＥ３０５－ａは、対象とするＵＥ１１５－
ｅが第１のＵＥ１１５－ｆと共通の基地局１０５－ｄを共有することを検出することがで
きる４１４。いくつかの例では、ＭＭＥ３０５－ａは、各ＵＥ１１５と関連付けられる加
入者データに基づいて、第１のＵＥ１１５－ｆと第２のＵＥ１１５－ｅの両方がＳＩＰＦ
ＵＬＬ機能で許可されるとさらに決定することができる。この決定に基づいて、ＭＭＥ３
０５－ａは、基地局内ルーティングを確立するために、検出された情報を基地局１０５－
ｄに転送する（forward）ことができる。
【００７１】
　[0090]したがって、基地局１０５－ｄは、基地局１０５－ｄとの第２のＲＲＣ接続４１
６を確立するように、第２のＵＥ１１５－ｅにページングすることができる４１５。第１
のＵＥ１１５－ｆおよび第２のＵＥ１１５－ｅは、次いで、データをコアネットワークに
ルーティングせずに、基地局１０５－ｄを介してｅＮＢ間通信を実行することができる４
１８。
【００７２】
　[0091]図４Ｂの例は、図１～図３を参照して上記で説明した、ＵＥ１１５および基地局
１０５の例であり得る、ＵＥ１１５－ｅおよび１１５－ｆと、基地局１０５－ｄとを含み
得る。コールフロー４００－ｂは、各々、図１～図２Ｃを参照して説明した、ＭＭＥ１３
５もしくは３０５、またはＨＳＳ１４０もしくは３１０であり得る、ＭＭＥ３０５－ａと
ＨＳＳ３１０－ａとを含むこともできる。
【００７３】
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　[0092]ＵＥ１１５は、各々、図４Ａを参照して上記で説明したように、ステップ４０２
－ａおよび４０４－ａにおいて、ＭＭＥ３０５－ａにそのＳＩＰＦＵＬＬ能力を登録する
。いくつかの例では、第１のＵＥ１１５－ｆは、第２のＵＥ１１５－ｆが共通の基地局１
０５－ｄ上に位置することを発見することができる４２２。この発見は、第１または第２
のＵＥ１１５のいずれかが基地局１０５－ｄによってサービスされる近くのＵＥ１１５を
発見するためのメッセージを基地局１０５－ｄに送信することに基づき得る。他の例では
、第１のＵＥ１１５－ｆは、第２のＵＥ１１５－ｅが基地局１０５－ｄ上の第１のＵＥ１
１５－ｄを発見することを可能にするために、基地局１０５－ｄを介してその存在をブロ
ードキャストまたは告知することができる。結果として、第１のＵＥ１１５－ｆは、第２
のＵＥ１１５－ｅとの通信を確立するための第１のＵＥの１１５－ｆ意図を識別して、基
地局１０５－ｄとＲＲＣ接続４２４を確立することができる。それに応じて、基地局１０
５－ｄは、第２のＵＥ１１５－ｅにページングし４２５、基地局１０５－ｄとＲＲＣ接続
４２６を確立するように第２のＵＥ１１５－ｅに催促する。確立されたＲＲＣ接続に基づ
いて、第１および第２のＵＥ１１５は、コアネットワークを通してデータパケットをルー
ティングせずに、基地局１０５－ｄを介してｅＮＢ間通信４２８を確立することができる
。
【００７４】
　[0093]図５Ａ～図５Ｄは、本開示の様々な態様による、超低レイテンシをサポートする
ためのハンドオーバに関するコールフロー５００の例を示す。ＳＩＰＴＯ（選択されたＩ
Ｐトラフィックオフローディング）をサポートするためのハンドオーバにも同様の手順が
適用され得る。図５Ａ～図５Ｄの例は、図１～図２Ｃを参照して上記で説明したＵＥ１１
５、基地局１０５、ＬＧＷ２０５、およびＰＤＮ２２０の例であり得る、ＵＥ１１５－ｇ
と、基地局１０５と、ＬＧＷ２０５と、ＰＤＮ２２０－ｃとを含み得る。
【００７５】
　[0094]図５Ａの例では、ＵＥ１１５－ｇは、基地局１０５－ｆに対するハンドオーバが
完了するまで、基地局１０５－ｅまたはＬＧＷ２０５－ｅによって割り当てられたＩＰア
ドレスを維持することができる。ＵＥ１１５－ｇは測定報告５０２をソース基地局１０５
－ｅに送ることができる。測定報告５０２は、ソース基地局１０５－ｅとＵＥ１１５－ｇ
との間の信号強度またはチャネル品質に関係し得るモビリティシナリオを識別することが
できる。測定報告５０２に基づいて、ソース基地局１０５－ｅは、ハンドオーバ要求５０
４をターゲット基地局１０５－ｆに送ることができる。いくつかの例では、ハンドオーバ
要求５０４を送ることは、ソース基地局１０５－ｅからターゲット基地１０５－ｆへの低
レイテンシＩＰルーティング指示を備える。他の例では、ハンドオーバ要求５０４は、Ｕ
Ｅ１１５－ｇに対するＳＩＰＦＵＬＬ許可をターゲット基地局１０５－ｆに指示するため
のＳＩＰＦＵＬＬ識別子を含み得る。追加または代替として、ソース基地局１０５－ｅは
、低レイテンシＩＰパケットルーティングをサポートするためのターゲット基地局の能力
に少なくとも部分的に基づいて、ターゲット基地局を選択することができる。
【００７６】
　[0095]ハンドオーバ要求５０４を受信することに基づいて、ターゲット基地局１０５－
ｆは、ハンドオーバ要求肯定応答（ＡＣＫ）５０６をソース基地局１０５－ｅに送信する
ことができる。ハンドオーバＡＣＫ５０６は、ソース基地局１０５－ｅにおけるターゲッ
ト基地局１０５－ｆからの低レイテンシＩＰルーティング指示を備え得る。いくつかの例
では、ソース基地局１０５－ｅは、ステータス転送メッセージ５０８をターゲット基地局
１０５－ｆに送信することができる。ソース基地局１０５－ｅは、ソース基地局１０５－
ｅからターゲット基地局１０５－ｆへのハンドオフをトリガするために、ハンドオフコマ
ンド５１２をＵＥ１１５－ｇに発行することもできる。拡張アクセス手順５１４は、この
ようにして、ＵＥ１１５－ｇとターゲット基地局１０５－ｆとの間で実装され得る。拡張
アクセス手順の一環として、ＵＥ１１５－ｇは、ＲＲＣ再確立手順５１６を開始し、ハン
ドオーバ完了メッセージ５１８をターゲット基地局１０５－ｆに送信することができる。
【００７７】
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　[0096]ハンドオーバ中に、宛先ＩＰアドレスと、イングレスアドレスフィルタリングを
迂回する（bypass）必要性とに基づいて、ＵＥ１１５－ｇからのアップリンクデータ５２
２はターゲット基地局１０５－ｆを介してＰＤＮ２２０－ｃに直接的にルーティングされ
得る５２４。しかしながら、このプロセス中、ＵＥ１１５－ｇは、ソースローカルゲート
ウェイ２０５－ｅによって前にそれに割り当てられたＩＰアドレスを維持することができ
る。いくつかの例では、アップリンクデータ５２２は、ＰＤＮ２２０－ｃにルーティング
される５２４のに先立って、ターゲット基地局１０５－ｆからソース基地局１０５－ｅに
送信され得る。逆に、前に割り当てられたＩＰアドレスを用いてＵＥ１１５－ｇにアドレ
ス指定されたＰＤＮ２２０－ｃからのダウンリンクデータ５２６は、まずソース基地局１
０５－ｅを通過することによって、ＵＥ１１５－ｇにルーティングされ得る。ダウンリン
クデータ５２６は、次いで、ターゲット基地局１０５－ｆからＵＥ１１５－ｇに送信され
るのに先立って、ターゲット基地局１０５－ｆに再度ルーティングされ得る５２８。
【００７８】
　[0097]データ通信が完了すると５３４、ターゲット基地局１０５－ｆまたはＬＧＷ２０
５－ｆは、新しいまたは更新されたＩＰアドレスをＵＥ１１５－ｂに割り振ることができ
る。ターゲット基地局１０５－ｆは、いくつかの例では、ＵＥ１１５－ｇと関連付けられ
る非アクティビティタイマーを監視することによって、データ通信の完了を検出すること
ができる。したがって、ターゲット基地局１０５－ｆは、データ完了についてＬＧＷ２０
５－ｆに指示し、ＬＧＷ２０５－ｆからＵＥ１１５－ｇに関する新しいＩＰアドレスを要
求することができる。追加または代替として、データ完了は、非アクティビティ時間を監
視することによって、ソース基地局１０５－ｅによって検出され得る。いくつかの例では
、ソース基地局は、データ完了についてターゲット基地局１０５－ｆに指示することがで
きる。他の例では、保留中の（pending）データ通信セッションが完了すると、ＵＥ１１
５－ｇ自体が、ターゲットローカルゲートウェイ２０５－ｆから新しいＩＰアドレス割振
り５３６を要求することができる。いくつかの例では、ソース基地局１０５－ｅは、その
後、ＵＥコンテキストリリース５３８を受信することができ、ＵＥ１１５－ｇはアイドル
状態５４２に戻ることができる。いくつかの例では、ＵＥ１１５－ｇがソース基地局１０
５－ｅおよびターゲット基地局１０５－ｆのカバレージエリア同士の間を往復するとき、
迅速な（rapid）ＩＰアドレス割当てを防ぐために、ヒステリシスタイマーが利用され得
る。
【００７９】
　[0098]図５Ｂの例では、ＵＥ１１５－ｇは、データ通信セッションが完了するまで、ソ
ースローカルゲートウェイ２０５－ｅによって割り当てられたＩＰアドレスを使用し続け
ることができる。メッセージ５０２－ａから５１８－ａにおける通信は、図５Ａを参照し
て説明したステップ５０２から５１８と同様であり得る。しかしながら、ＵＥ１１５－ｇ
は、ハンドオーバ完了メッセージ５１８－ａをターゲット基地局１０５－ｆに転送すると
、ターゲットＬＧＷ２０５－ｆとＰＤＮ接続を確立することができる５４４。結果として
、ターゲットＬＧＷ２０５－ｆと関連付けられる新しいＩＰアドレスがＵＥ１１５－ｇに
割り当てられ得る。新しいＩＰアドレスの割当てにかかわらず、データ通信セッションの
完了まで５４６、ＵＥ１１５－ｇはソースローカルゲートウェイ２０５－ｅと関連付けら
れる前のＩＰアドレスを利用し続けることができる。
【００８０】
　[0099]ＵＥ１１５－ｇは、新しいＩＰアドレスに切り替えるようにＵＥ１１５－ｇに要
求するメッセージ５４８をＭＭＥ５０５から受信することができる。追加または代替とし
て、ＵＥ１１５－ｇは、そのバッファされたデータが前のＩＰアドレスを通して完全に送
信されると、新しいＩＰアドレスに切り替えるようにＭＭＥ５０５に要求することができ
る。したがって、ＵＥ１１５－ｇは、ターゲットローカルゲートウェイ２０５－ｆと関連
付けられる新しいＩＰアドレスを利用して、ターゲット基地局１０５－ｆと通信すること
ができる５５２。追加または代替として、ＭＭＥ５０５は、ＵＥコンテストリリースコマ
ンド５５４をソース基地局１０５－ｅにさらに送信することができる。
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【００８１】
　[0100]図５Ｃの例では、ＵＥ１１５－ｇは、ハンドオーバ手順を開始する前に、ターゲ
ットＬＧＷ２０５－ｆから新しいＩＰアドレスが割り当てられてよい。結果として、ハン
ドオーバプロセスが完了すると、ＵＥ１１５－ｇは新しいＩＰアドレスに速やかに切り替
えることができる。ＵＥ１１５－ｇは、測定報告５０２－ｂをソース基地局１０５－ｅに
送信することができる。測定報告５０２は、ソース基地局１０５－ｅとＵＥ１１５－ｇと
の間の信号強度またはチャネル品質に関係し得るモビリティシナリオを識別することがで
きる。いくつかの例では、測定報告５０２の受信はハンドオーバをトリガし得る。測定報
告５０２に基づいて、ソース基地局１０５－ｅは、ハンドオーバ要求５０４－ｂをターゲ
ット基地局１０５－ｆに送信することができる。
【００８２】
　[0101]ターゲット基地局１０５－ｆは、ＵＥ１１５－ｇに関する新しいＩＰアドレスを
ターゲットローカルゲートウェイ２０５－ｆから受信することができる。したがって、タ
ーゲット基地局１０５－ｆは、新しいＩＰアドレス５５６を割り振り、ハンドオーバ要求
ＡＣＫメッセージ５５８をソース基地局１０５－ｅに送信することができる。ハンドオー
バ要求ＡＣＫメッセージは、たとえば、ＵＥ１１５－ｇに関する新しく割り振られたＩＰ
アドレスを含み得る。それに応じて、ソース基地局１０５－ｅは、新しく割り振られたＩ
Ｐアドレスをさらに備え得るハンドオーバコマンド５６２をＵＥ１１５－ｇに送信するこ
とができる。一例では、ソース基地局１０５－ｅは、ステータス転送メッセージ５６４を
ターゲット基地局１０５－ｆに送信することができる。
【００８３】
　[0102]新しいＩＰアドレスの割振りに続いて、ＵＥ１１５－ｇは、拡張アクセス手順５
６６を開始し、ＲＲＣ再確立手順５６８を開始することができる。いくつかの例では、Ｕ
Ｅ１１５－ｇは、ハンドオーバ（または、ハンドオフ）完了コマンド５７２をターゲット
基地局１０５－ｆに送信し、その後、ターゲットＬＧＷ２０５－ｆから受信された、新し
く割り当てられたＩＰアドレスを利用して、ターゲット基地局１０５－ｆとのデータ通信
５７４を確立することができる。上記で論じたように、いくつかの例では、ターゲット基
地局１０５－ｆは、ＵＥコンテキストリリースコマンド５７６をソース基地局１０５－ｅ
に発行することができる。
【００８４】
　[0103]次に、図５Ｄの例では、ＵＥ１１５－ｇは、ソース基地局１０５－ｅとの接続が
失われる前に、ハンドオーバを完了することができる。ＵＥ１１５－ｇは、測定報告５０
２－ｃをソース基地局１０５－ｅに送信することができる。ＵＥ１１５－ｇは、次いで、
ソース基地局１０５－ｅとＵＥ１１５－ｇとの間の信号強度が事前構成されたしきい値を
下回ると決定することができる５７８。いくつかの例では、ネットワークは、ＲＲＣシグ
ナリングを通してしきい値限界を識別し、ＵＥ１１５－ｇに送ることができる。検出され
た信号品質に基づいて、ＵＥ１１５－ｇは、ターゲット基地局１０５－ｆとの拡張アクセ
ス手順５８２を開始することができる。拡張アクセス手順５８２は、ＵＥ１１５－ｇのＳ
ＩＰＦＵＬＬ能力を含み得る。本開示によれば、ターゲット基地局１０５－ｆは、ＵＥ１
１５－ｇのＳＩＰＦＵＬＬ能力を検証するために、ＭＭＥ５０５に連絡する（contact）
ことができる５８４。
【００８５】
　[0104]本開示のいくつかの例では、ターゲット基地局１０５－ｆは、ＭＭＥ５０５から
許可を受信すると、ターゲットＬＧＷ２０５－ｆからＵＥ１１５－ｇに関する新しいＩＰ
アドレスを要求することができる。ターゲット基地局１０５－ｆは、割り振られたＩＰア
ドレス５８６をＵＥ１１５－ｇに送信することができる。ターゲット基地局１０５－ｆは
、ＵＥコンテキストリリースコマンド５８８をソース基地局１０５－ｅに送信することも
できる。ソース基地局１０５－ｅは、受信されたＵＥコンテキストリリース５８８に少な
くとも部分的に基づいて、ハンドオーバ要求５９２をターゲット基地局に送信することが
できる５９２。いくつかの例では、ターゲット基地局１０５－ｆは、ハンドオーバ要求Ａ
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ＣＫメッセージ５９４を用いてハンドオーバ要求５９２に応答することができる。連続的
に、ターゲット基地局１０５－ｆは、そこからＵＥ１１５－ｇがＲＲＣ再確立手順５１６
－ｃを開始することができるＲＲＣ接続再確立メッセージ５９６をＵＥ１１５－ｇに発行
することもできる。１つまたは複数の例では、ソース基地局１０５－ｅは、ステータス転
送メッセージ５９８をターゲット基地局１０５－ｆに送信することができる。
【００８６】
　[0105]ＵＥ１１５－ｇは、このようにして、ターゲット基地局１０５－ｆによって割り
振られたＩＰアドレスを利用して、ターゲット基地局１０５－ｆとのデータ通信５２２－
ｂを確立することができる。いくつかの例では、ＵＥ１１５－ｇとのデータ通信の確立時
に、ターゲット基地局１０５－ｆは、ＵＥコンテキストリリース５５４－ｂメッセージを
ソース基地局１０５－ｅに送信することができる。ＵＥ１１５－ｇのＩＰアドレスが変更
されるとき、ソケット（たとえば、ＴＣＰソケット）は、場合によっては、速やかに閉鎖
し、これにより、パイプライン内にデータの損失を引き起こす可能性がある。データの損
失を低減するために、本開示は、ハンドオーバ中に両方のＩＰアドレス（すなわち、前の
ＩＰアドレスおよび新しいＩＰアドレス）がアクティブな状態に留まることを可能にし得
る。いくつかの例では、バッファされたデータが前のＩＰアドレスを通して送信されると
き、ＵＥ１１５－ｇは新しいＩＰアドレスに切り替えることができる。代替として、保留
中のデータ送信が完了するまで、ＵＥ１１５－ｇは前のＩＰアドレスを利用することがで
きる。そのような場合、ネットワークは、ＵＥ１１５－ｇがアイドル状態に入るのに先立
って、新しいＩＰアドレスを割り当てることができる。結果として、前のＩＰアドレスと
関連付けられるソケットは閉鎖され得、新しいＩＰアドレスと関連付けられる新しいソケ
ットが開放され得る。
【００８７】
　[0106]図６は、本開示の様々な態様による、選択されたＩＰフロー超低レイテンシのた
めに構成されたＵＥ１１５－ｈのブロック図６００を示す。ＵＥ１１５－ｈは、図１～図
５を参照して説明したＵＥ１１５の態様の一例であり得る。ＵＥ１１５－ｈは、受信機６
０５と、通信管理モジュール６１０と、送信機６１５とを含み得る。ＵＥ１１５－ｈはプ
ロセッサをも含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信し得る。
【００８８】
　[0107]受信機６０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連す
る制御情報（たとえば、制御チャネル、データチャネル、および選択されたＩＰフロー超
低レイテンシに関係する情報など）などの情報を受信することができる。情報は、通信管
理モジュール６１０に、およびＵＥ１１５－ｈの他の構成要素に受け渡されてよい。いく
つかの例では、受信機６０５は、ソースＬＧＷによって割り振られたＩＰアドレスを利用
して、ターゲット基地局からダウンリンクデータを受信することができ、ここで、ダウン
リンクデータはソース基地局を介してルーティングされる。受信機６０５は、ソースＬＧ
Ｗによって割り振られたＩＰアドレスを利用して、ターゲット基地局からダウンリンクデ
ータを受信することもでき、ここで、ダウンリンクデータはソース基地局を介してルーテ
ィングされる。いくつかの例では、受信機６０５はソース基地局においてデータを受信す
ることができる。
【００８９】
　[0108]通信管理モジュール６１０は、レイテンシモード信号をネットワークに送信し、
レイテンシモード信号に少なくとも部分的に基づいて、低レイテンシＩＰパケットルーテ
ィングのための許可信号を受信し、許可信号に少なくとも部分的に基づいて、ローカルゲ
ートウェイ（ＬＧＷ）を介して許可信号に従ってパケットをルーティングすることができ
る。場合によっては、低レイテンシＩＰパケットルーティングは、レイテンシモード信号
、もしくは加入者情報、または両方に基づいて、ＡＰＮに関して許可される。いくつかの
例では、レイテンシモード信号は、ＳＩＰＦＵＬＬの許可または有効化の要求である。追
加または代替として、レイテンシモード信号は、ＵＥ１１５－ｈが低レイテンシモードで
動作することが可能であるという指示であり得る。
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【００９０】
　[0109]送信機６１５は、ＵＥ１１５－ｈの他の構成要素から受信された複数の信号を送
信することができる。いくつかの例では、送信機６１５は、トランシーバモジュール内で
受信機６０５とコロケートされ得る。送信機６１５は、単一のアンテナを含んでよく、ま
たはそれは複数の（several）アンテナを含んでもよい。いくつかの例では、送信機６１
５は、ソースＬＧＷによって割り振られたＩＰアドレスを利用して、アップリンクデータ
をターゲット基地局に送信することができる。いくつかの例では、送信機６１５は、ソー
スＬＧＷによって割り振られたＩＰアドレスを利用して、アップリンクデータをターゲッ
ト基地局に送信することができる。他の例では、送信機６１５は、新しいＩＰアドレス割
振りされたフォームザターゲットＬＧＷを利用して（utilizing the new IP address all
ocated form the target LGW）、ターゲット基地局と通信することができる。
【００９１】
　[0110]図７は、本開示の様々な態様による、選択されたＩＰフロー超低レイテンシのた
めのＵＥ１１５－ｉのブロック図７００を示す。ＵＥ１１５－ｉは、図１～図６を参照し
て説明したＵＥ１１５の態様の一例であり得る。ＵＥ１１５－ｉは、受信機６０５－ａ、
通信管理モジュール６１０－ａ、または送信機６１５－ａを含み得る。ＵＥ１１５－ｉは
プロセッサをも含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信し得る。通信管理モジュ
ール６１０－ａは、レイテンシモード送信モジュール７０５と、許可受信モジュール７１
０と、通信モジュール７１５とを含むことも可能である。
【００９２】
　[0111]受信機６０５－ａは、通信管理モジュール６１０－ａに、およびＵＥ１１５－ｉ
の他の構成要素に受け渡され得る情報を受信することができる。通信管理モジュール６１
０－ａは、図６を参照して上記で説明した動作を実行することができる。送信機６１５－
ａは、ＵＥ１１５－ｉの他の構成要素から受信された信号を送信し得る。
【００９３】
　[0112]レイテンシモード送信モジュール７０５は、図２～図５を参照して上記で説明し
たように、レイテンシモード信号をネットワークに送信することができる。レイテンシモ
ード信号は、たとえば、ＳＩＰＦＵＬＬの許可または有効化のための要求であり得る。許
可受信モジュール７１０は、図２～図５を参照して上記で説明したように、レイテンシモ
ード信号、加入者情報、または両方に少なくとも部分的に基づいて、ＡＰＮに関して低レ
イテンシＩＰパケットルーティングのための許可信号を受信することができる。通信モジ
ュール７１５は、図２～図５を参照して上記で説明したように、許可信号に少なくとも部
分的に基づいて、ＬＧＷを介して許可信号に従ってパケットをルーティングすることがで
きる。
【００９４】
　[0113]図８は、本開示の様々な態様による、選択されたＩＰフロー超低レイテンシのた
めの通信管理モジュール６１０－ｂのブロック図８００を示す。通信管理モジュール６１
０－ｂは、図６～図７を参照して説明した通信管理モジュール６１０の態様の一例であり
得る。通信管理モジュール６１０－ｂは、レイテンシモード送信モジュール７０５－ａと
、許可受信モジュール７１０－ａと、通信モジュール７１５－ａとを含み得る。これらの
モジュールの各々は、図７を参照して上記で説明した機能を実行することができる。通信
管理モジュール６１０－ｂは、ＱｏＳ識別モジュール８０５と、基地局間識別モジュール
８１０と、通信確立モジュール８１５と、ルーティングモジュール８２０と、測定報告モ
ジュール８２５と、連続性確立モジュール８３０と、ＩＰアドレス割振りモジュール８３
５と、ＩＰアドレス指向性モジュール（IP address directive module）８４０と、通信
再確立モジュール８４５とを含むことも可能である。
【００９５】
　[0114]ＱｏＳ識別モジュール８０５は、ＱｏＳ指示をネットワークに送信することがで
き、ここにおいて、許可信号は、図２～図５を参照して上記で説明したように、ＱｏＳ指
示に少なくとも部分的に基づく。基地局間識別モジュール８１０は、図２～図５を参照し
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て上記で説明したように、ＵＥが共通の基地局に接続されていると決定することができる
。通信確立モジュール８１５は、図２～図５を参照して上記で説明したように、基地局内
通信要求をネットワークに送信することができる。
【００９６】
　[0115]ルーティングモジュール８２０は、共通の基地局を介してＵＥと通信することが
でき、ＵＥとのパケットデータトラフィックは、図２～図５を参照して上記で説明したよ
うに、共通の基地局内でルーティングされる。ルーティングモジュール８２０は、ターゲ
ットＬＧＷから割り振られた新しいＩＰアドレスを利用して、ターゲット基地局と通信す
ることもできる。
【００９７】
　[0116]測定報告モジュール８２５は、図２～図５を参照して上記で説明したように、測
定報告をソース基地局に送信することができる。連続性確立モジュール８３０は、図２～
図５を参照して上記で説明したように、測定報告に少なくとも部分的に基づいて開始され
たハンドオーバ中にサービス連続性を維持することができる。
【００９８】
　[0117]ＩＰアドレス割振りモジュール８３５は、図２～図５を参照して上記で説明した
ように、ターゲット基地局と関連付けられるターゲットＬＧＷから新しいＩＰアドレス割
振りを受信することができる。ＩＰアドレス割振りモジュール８３５は、ターゲット基地
局と関連付けられるターゲットＬＧＷから新しいＩＰアドレス割振りを受信することもで
きる。ＩＰアドレス割振りモジュール８３５は、ターゲット基地局と関連付けられるター
ゲットＬＧＷから割り振られた新しいＩＰアドレスを受信することもできる。ＩＰアドレ
ス割振りモジュール８３５は、ターゲット基地局と関連付けられるターゲットＬＧＷから
割り振られた新しいＩＰアドレスをＭＭＥから受信することもできる。
【００９９】
　[0118]ＩＰアドレス指向性モジュール８４０は、図２～図５を参照して上記で説明した
ように、新しいＩＰアドレスを利用するための指示をＭＭＥから受信することができる。
通信再確立モジュール８４５は、図２～図５を参照して上記で説明したように、ターゲッ
ト基地局とのＲＲＣ接続を再確立することができる。通信再確立モジュール８４５は、タ
ーゲット基地局との無線リソース制御（ＲＲＣ）接続を再確立することもできる。
【０１００】
　[0119]ＵＥ１１５－ｈ、ＵＥ１１５－ｉ、または通信管理モジュール６１０－ｂの構成
要素は、適用可能な機能の一部（some）または全部をハードウェアで実行するように適合
された少なくとも１つの特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を用いて、個々にまたはまと
めて（collectively）実装され得る。代替として、それらの機能は、少なくとも１つの集
積回路（ＩＣ）上で、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実行さ
れ得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る
他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィ
ールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または別のセミカスタムＩＣ）が使用
され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用プロ
セッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メ
モリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【０１０１】
　[0120]図９は、本開示の様々な態様による、選択されたＩＰフロー超低レイテンシのた
めに構成されたＵＥ１１５を含むシステム９００を示す。システム９００は、図１～図８
を参照して上記で説明したＵＥ１１５の一例であり得るＵＥ１１５－ｊを含み得る。ＵＥ
１１５－ｊは、図６～図８を参照して説明した通信管理モジュール６１０の一例であり得
る通信管理モジュール９１０を含み得る。ＵＥ１１５－ｊはサービス維持モジュール９２
５をも含み得る。ＵＥ１１５－ｊは、通信を送信するための構成要素と通信を受信するた
めの構成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素をも含み得る。た
とえば、ＵＥ１１５－ｊは、ＵＥ１１５－ｋまたは基地局１０５－ｇと双方向に通信し得
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る。
【０１０２】
　[0121]いくつかの例では、サービス維持モジュール９２５は、図２～図５を参照して上
記で説明したように、新しいＩＰアドレスを利用するための指示をＭＭＥから受信するこ
とができる。追加または代替として、サービス維持モジュール９２５は、ハンドオーバ期
間中にＵＥ１１５－ｊがソースローカルゲートウェイと関連付けられる前に割り当てられ
たＩＰアドレスからターゲットローカルゲートウェイと関連付けられる新しく割り当てら
れたＩＰアドレスにいつ切り替えるべきかを決定することができる。１つまたは複数の例
では、サービス維持モジュール９２５は、ハンドオーバ手順中に、低レイテンシＩＰパケ
ットルーティングに関係するサービス連続性を維持するのに役立ち（assist）得る。
【０１０３】
　[0122]ＵＥ１１５－ｊは、プロセッサモジュール９０５と、（ソフトウェア（ＳＷ）９
２０を含む）メモリ９１５と、トランシーバモジュール９３５と、１つまたは複数のアン
テナ９４０とを含むことも可能であり、その各々は、（たとえば、バス９４５を介して）
直接または間接的に、互いと通信し得る。トランシーバモジュール９３５は、上記で説明
したように、アンテナ９４０またはワイヤードリンクもしくはワイヤレスリンクを介して
、１つまたは複数のネットワークと双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバモジュ
ール９３５は、基地局１０５または別のＵＥ１１５と双方向に通信し得る。トランシーバ
モジュール９３５は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のためにアンテナ９
４０に提供し、アンテナ９４０から受信されたパケットを復調するためのモデムを含み得
る。ＵＥ１１５－ｊは単一のアンテナ９４０を含み得るが、ＵＥ１１５－ｊはまた、複数
のワイヤレス送信を同時に送信または受信することが可能な複数のアンテナ９４０を有し
得る。
【０１０４】
　[0123]メモリ９１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と読取り専用メモリ（ＲＯ
Ｍ）とを含み得る。メモリ９１５は、実行されると、プロセッサモジュール９０５に本明
細書で説明する様々な機能（たとえば、選択されたＩＰフロー超低レイテンシなど）を実
行させる命令を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウ
ェアコード９２０を記憶することができる。代替として、ソフトウェア／ファームウェア
コード９２０は、プロセッサモジュール９０５によって直接的に実行可能でないことがあ
るが、（たとえば、コンパイルされ、実行されたとき）コンピュータに本明細書で説明す
る機能を実行させることができる。プロセッサモジュール９０５は、インテリジェントハ
ードウェアデバイス（たとえば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、
ＡＳＩＣなど）を含み得る。
【０１０５】
　[0124]図１０は、本開示の様々な態様による、選択されたＩＰフロー超低レイテンシの
ために構成されたネットワークエンティティのブロック図１０００を示す。ネットワーク
エンティティは、概して、基地局１０５－ｈの観点から説明され得るが、図１０を参照し
て説明する機能は、上記で説明したように、ＬＧＷ、ＳＧＷ、ＭＭＥなどによって実装さ
れ（implemented）得ることを諒解されたい。したがって、基地局１０５－ｈ、またはネ
ットワークエンティティは、図１～図９を参照して説明した、基地局１０５、ＬＧＷ２０
５、ＳＧＷ１４５もしくは２１０、またはＭＭＥ１３５もしくは３０５の態様の一例であ
り得る。基地局１０５－ｈは、受信機１００５と、ネットワーク通信管理モジュール１０
１０と、送信機１０１５とを含み得る。基地局１０５－ｈはプロセッサをも含み得る。こ
れらの構成要素の各々は互いと通信し得る。
【０１０６】
　[0125]受信機１００５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連
する制御情報（たとえば、制御チャネル、データチャネル、および選択されたＩＰフロー
超低レイテンシに関係する情報など）などの情報を受信することができる。情報は、ネッ
トワーク通信管理モジュール１０１０に、および基地局１０５－ｈの他の構成要素に受け
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渡されてよい。いくつかの例では、受信機１００５は、ソース基地局の一態様であってよ
く、ソースＬＧＷによって割り振られたＩＰアドレスを利用して、ターゲット基地局から
ダウンリンクデータを受信することができ、ここにおいて、ダウンリンクデータはソース
基地局を介してルーティングされる。いくつかの例では、受信機１００５は、ソースＬＧ
Ｗによって割り振られたＩＰアドレスを利用して、ターゲット基地局からダウンリンクデ
ータを受信することができ、ここにおいて、ダウンリンクデータはソース基地局を介して
ルーティングされる。いくつかの例では、受信機１００５はソース基地局においてデータ
を受信することができる。
【０１０７】
　[0126]ネットワーク通信管理モジュール１０１０は、第１のＵＥのレイテンシモードを
決定し、第１のＵＥのレイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて、第１のＵＥの低
レイテンシＩＰパケットルーティング（low latency IP packet routing the first UE）
を有効化し、第１のＵＥの低レイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて、低レイテ
ンシＩＰパケットルーティングのためのＬＧＷを選択することができる。いくつかの例で
は、低レイテンシＩＰパケットルーティングは、第１のＵＥのレイテンシモードと関連付
けられるＡＰＮに関して有効化され得る。さらに、ＬＧＷはＡＰＮに基づいて選択され得
る。
【０１０８】
　[0127]送信機１０１５は、基地局１０５－ｈの他の構成要素から受信された信号を送信
することができる。いくつかの実施形態では、送信機１０１５は、トランシーバモジュー
ル内で受信機１００５とコロケートされ得る。送信機１０１５は、単一のアンテナを含む
ことが可能であり、またはそれは、いくつかのアンテナを含み得る。いくつかの例では、
送信機１０１５は、ソース基地局の一態様であり得、それは、ソースＬＧＷによって割り
振られたＩＰアドレスを利用して、アップリンクデータをターゲット基地局に送信するこ
とができる。いくつかの例では、送信機１０１５は、ハンドオーバ手順の一環として、ソ
ースＬＧＷによって割り振られたＩＰアドレスを利用して、アップリンクデータをターゲ
ット基地局に送信することができる。いくつかの例では、送信機１０１５は、新しいＩＰ
アドレス割振りされたフォームザターゲットＬＧＷを利用して、ターゲット基地局と通信
することができる。
【０１０９】
　[0128]図１１は、本開示の様々な態様による、選択されたＩＰフロー超低レイテンシの
ためのネットワークエンティティのブロック図１１００を示す。ネットワークエンティテ
ィは、概して、図１～図１０を参照して説明した基地局１０５の態様の一例であり得る基
地局１０５－ｉの観点から説明される場合がある。代替として、参照する（reference）
基地局１０５－ｉを用いて説明する機能は、前の図において説明した、ＬＧＷ２０５、Ｓ
ＧＷ１４５もしくは２１０、またはＭＭＥ１３５もしくは３０５など、基地局以外のネッ
トワークエンティティにおいて実装され得る。基地局１０５－ｉは、受信機１００５－ａ
、ネットワーク通信管理モジュール１０１０－ａ、または送信機１０１５－ａを含み得る
。ネットワーク通信モジュール１０１０－ａは、低レイテンシ管理モジュール１１０２と
、ハンドオーバ管理モジュール１１０４とを含み得る。基地局１０５－ｉはプロセッサを
も含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信し得る。低レイテンシ管理モジュール
１１０２は、モード識別モジュール１１０５と、低レイテンシ認証モジュール１１１０と
、ローカルゲートウェイ選択モジュール１１１５とを含み得る。
【０１１０】
　[0129]受信機１００５－ａは、ネットワーク通信管理モジュール１０１０－ａに、およ
び基地局１０５－ｉの他の構成要素に受け渡され得る情報を受信することができる。ネッ
トワーク通信管理モジュール１０１０－ａは、図１０を参照して上記で説明した動作を実
行することができる。低レイテンシモジュール１１０２およびその様々なサブモジュール
は、ＳＩＰＦＵＬＬ動作を管理することができる。ハンドオーバ管理モジュール１１０４
は、たとえば、ＳＩＰＦＵＬＬ許可ＵＥのハンドオーバ動作を管理または実装することが
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できる。送信機１０１５－ａは、基地局１０５－ｉの他の構成要素から受信された信号を
送信することができる。
【０１１１】
　[0130]モード識別モジュール１１０５は、図２～図５を参照して上記で説明したように
、第１のＵＥのレイテンシモードを決定することができる。たとえば、モード識別モジュ
ール１１０５は、ＵＥがＳＩＰＦＵＬＬ可能であるか、またはＳＩＰＦＵＬＬに関して許
可されているかを決定することができる。低レイテンシ許可モジュール１１１０は、図２
～図５を参照して上記で説明したように、第１のＵＥのレイテンシモードに少なくとも部
分的に基づいて、第１のＵＥに関して低レイテンシＩＰパケットルーティングを有効化す
ることができる。場合によっては、低レイテンシＩＰパケットルーティングは、第１のＵ
Ｅのレイテンシモードと関連付けられるＡＰＮに関して有効化され得る。
【０１１２】
　[0131]ローカルゲートウェイ選択モジュール１１１５は、図２～図５を参照して上記で
説明したように、第１のＵＥの低レイテンシモードに基づいて、低レイテンシＩＰパケッ
トルーティングのためのローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を選択することができる。場合
によっては、ＬＧＷはＡＰＮに基づいて選択され得る。ローカルゲートウェイ選択モジュ
ール１１１５は、決定されたＱｏＳに基づいてＬＧＷを選択することもできる。いくつか
の例では、ローカルゲートウェイ選択モジュール１１１５によって選択されたＬＧＷは第
１の基地局とコロケートされた第１のＬＧＷを含む。ローカルゲートウェイ選択モジュー
ル１１１５は、第２の基地局とコロケートされた第２のＬＧＷを選択することもできる。
【０１１３】
　[0132]図１２Ａは、本開示の様々な態様による、選択されたＩＰフロー超低レイテンシ
のための低レイテンシ管理モジュール１１０２－ａのブロック図１２００－ａを示す。低
レイテンシ管理モジュール１１０２－ａは、図１１を参照して説明した低レイテンシ管理
モジュール１１０２の態様の一例であり得る。いくつかの例では、低レイテンシ管理モジ
ュール１１０２－ａは、前の図（preceding figures）において説明したように、基地局
１０５の構成要素である。他の例では、低レイテンシ管理モジュール１１０２－ａは、前
の図において説明したＭＭＥ１３５または３０５など、ＭＭＥの構成要素である。さらに
他の例では、低レイテンシ管理モジュール１１０２－ａは、前の図において説明したＬＧ
Ｗ２０５またはＳＧＷ１４５もしくは２１０の態様の一例であり得る。
【０１１４】
　[0133]低レイテンシ管理モジュール１１０２－ａは、モード識別モジュール１１０５－
ａと、低レイテンシ認証モジュール１１１０－ａと、ローカルゲートウェイ選択モジュー
ル１１１５－ａとを含み得る。これらのモジュールの各々は、図１１を参照して上記で説
明した機能を実行することができる。低レイテンシ管理モジュール１１０２－ａは、Ｑｏ
Ｓ決定モジュール１２０５と、通信管理モジュール１２１０と、共有ｅＮＢ接続性モジュ
ール１２１５と、レイテンシモード識別モジュール１２２０と、パケットルーティングモ
ジュール１２２５と、ネイバーｅＮＢ接続性モジュール１２３０と、共有ゲートウェイ識
別モジュール１２３５とを含むことも可能である。
【０１１５】
　[0134]ＱｏＳ決定モジュール１２０５は、図２～図５を参照して上記で説明したように
、第１のＵＥのために構成された各ベアラに関するＱｏＳを決定することができる。通信
管理モジュール１２１０は、図２～図５を参照して上記で説明したように、ＬＧＷが基地
局とコロケートされ得るように構成され得る。いくつかの例では、ＬＧＷは、コアネット
ワーク内でＳＧＷとコロケートされ得る。共有ｅＮＢ接続性モジュール１２１５は、図２
～図５を参照して上記で説明したように、第１のＵＥおよび第２のＵＥが共通の基地局に
接続されていると決定することができる。
【０１１６】
　[0135]レイテンシモード識別モジュール１２２０は、図２～図５を参照して上記で説明
したように、第２のＵＥのレイテンシモードが第１のＵＥのレイテンシモードと同じであ
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ると決定することができる。レイテンシモード識別モジュール１２２０は、第２のＵＥの
レイテンシモードが第１のＵＥのレイテンシモードと同じであると決定することができる
。
【０１１７】
　[0136]パケットルーティングモジュール１２２５は、図２～図５を参照して上記で説明
したように、第２のＵＥのレイテンシモードが第１のＵＥのレイテンシモードと同じであ
ると決定することに少なくとも部分的に基づいて、共通の基地局内で第１のＵＥと第２の
ＵＥとの間でパケットデータトラフィックをルーティングすることができる。いくつかの
例では、パケットデータトラフィックはＩＰパケットデータを含み、ルーティングはＬＧ
Ｗを介し得る。パケットデータトラフィックはパケットデータを含んでよく、ルーティン
グは、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤまたは下位レイヤ
にあり得る。いくつかの例では、ＬＧＷは、共通の基地局とコロケートされ得る。
【０１１８】
　[0137]追加または代替として、パケットルーティングモジュール１２２５は、第１の基
地局と第２の基地局との間のダイレクトバックホールリンクを介して第１のＵＥと第２の
ＵＥとの間でパケットデータトラフィックをルーティングすることができる。いくつかの
例では、パケットデータトラフィックはＩＰパケットデータを含み、ルーティングはＬＧ
Ｗを介し得る。いくつかの例では、パケットルーティングモジュール１２２５は、第１お
よび第２のＬＧＷを介してパケットデータトラフィックをルーティングすることができる
。ＬＧＷは、たとえば、コアネットワーク内のサービングゲートウェイ（ＳＧＷ）とコロ
ケートされてよく、ルーティングはＬＧＷを介し得る。パケットルーティングモジュール
１２２５は、他の例では、ＳＧＷ内で第１のＵＥと第２のＵＥとの間でパケットデータト
ラフィックをルーティングすることができる。またさらなる例では、パケットルーティン
グモジュール１２２５は、図２～図５を参照して上記で説明したように、ＬＧＷまたはＳ
ＧＷにおいてデータをキャッシュすることができる。パケットルーティングモジュール１
２２５は、いくつかの例では、ＳＧＷから第１のＵＥと第２のＵＥとの間でルーティング
されたパケットを受信することができる。
【０１１９】
　[0138]ネイバーｅＮＢ接続性モジュール１２３０は、第１のＵＥが第１の基地局に接続
され、第２のＵＥが第２の基地局に接続されていると決定することができ、ここにおいて
、第１および第２の基地局は、図２～図５を参照して上記で説明したように、ダイレクト
バックホールリンクを介して通信している。いくつかの例では、共有ゲートウェイ識別モ
ジュール１２３５は、図２～図５を参照して上記で説明したように、第１および第２のＵ
Ｅが共通のＳＧＷに接続されていると決定することができる。
【０１２０】
　[0139]図１２Ｂは、本開示の様々な態様による、選択されたＩＰフロー超低レイテンシ
のためのハンドオーバ管理モジュール１１０４－ａのブロック図１２００－ｂを示す。ハ
ンドオーバ管理モジュール１１０４－ａは、図１１を参照して説明したハンドオーバ管理
モジュール１１０４の態様の一例であり得る。いくつかの例では、ハンドオーバ管理モジ
ュール１１０４－ａは、前の図において説明したように、基地局１０５の構成要素である
。他の例では、ハンドオーバ管理モジュール１１０４－ａは、前の図において説明したＭ
ＭＥ１３５または３０５など、ＭＭＥの構成要素である。さらに他の例では、ハンドオー
バ管理モジュール１１０４－ａは、ＬＧＷ２０５またはＳＧＷ１４５もしくは２１０の態
様の一例であり得る。
【０１２１】
　[0140]ハンドオーバ管理モジュール１１０４－ａは、ハンドオーバ識別モジュール１２
４０、サービス連続性モジュール１２４５、ハンドオーバ要求送信モジュール１２５０、
ハンドオーバ肯定応答モジュール１２５５、ターゲット基地局選択モジュール１２６０、
データ送信モジュール１２６５、送信完了モジュール１２７０、コンテキストリリースモ
ジュール１２７５、ＩＰアドレス割当てモジュール１２８０、コンテキスト要求モジュー
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ル１２８５を含み得る。
【０１２２】
　[0141]ハンドオーバ識別モジュール１２４０は、図２～図５を参照して上記で説明した
ように、ソース基地局からターゲット基地局への第１のＵＥのハンドオーバを識別するこ
とができる。サービス連続性モジュール１２４５は、図２～図５を参照して上記で説明し
たように、ハンドオーバ中に低レイテンシＩＰパケットルーティングに関するサービス連
続性を維持するのに役立ち得る。ハンドオーバ要求送信モジュール１２５０は、図２～図
５を参照して上記で説明したように、ソース基地局からターゲット基地局への、低レイテ
ンシＩＰルーティング指示を含むハンドオーバ要求を送ること、または識別することがで
きる。ハンドオーバ要求送信モジュール１２５０は、ソース基地局からターゲット基地局
への、低レイテンシＩＰルーティング指示を含み得る、ハンドオーバ要求を送ること、ま
たは識別することもできる。いくつかの例では、ハンドオーバ要求送信モジュール１２５
０は、コンテキスト要求に応じて、ソース基地局からターゲット基地局へのハンドオーバ
要求を送ること、または識別することができる。
【０１２３】
　[0142]ハンドオーバ肯定応答モジュール１２５５は、図２～図５を参照して上記で説明
したように、ソース基地局においてターゲット基地局から低レイテンシＩＰルーティング
指示を含み得るハンドオーバ肯定応答を受信すること、または認識することができる。ハ
ンドオーバ肯定応答モジュール１２５５は、ソース基地局において、ターゲット基地局か
らの低レイテンシＩＰルーティング指示とＩＰアドレスとを含み得るハンドオーバ肯定応
答を受信すること、または認識することもできる。ハンドオーバ肯定応答モジュール１２
５５は、いくつかの例では、ハンドオーバ要求に応じて、ターゲット基地局からソース基
地局においてハンドオーバ肯定応答を受信すること、または認識することができる。
【０１２４】
　[0143]ターゲット基地局選択モジュール１２６０は、図２～図５を参照して上記で説明
したように、低レイテンシＩＰパケットルーティングをサポートするためのターゲット基
地局の能力に基づいて、ソース基地局についての、またはソース基地局に対するターゲッ
ト基地局を選択することができる。データ送信モジュール１２６５は、図２～図５を参照
して上記で説明したように、ＬＧＷによって割り振られたＩＰアドレスを使用して、ター
ゲット基地局を介してデータを第１のＵＥに送信することができる。
【０１２５】
　[0144]送信完了モジュール１２７０は、図２～図５を参照して上記で説明したように、
第１のＵＥへのデータ転送が完了したことを決定することができる。いくつかの例では、
送信完了モジュールは、図２～図５を参照して上記で説明したように、たとえば、ハンド
オーバ肯定応答に応じて、ステータス転送メッセージを送ることができる。コンテキスト
リリースモジュール１２７５は、図２～図５を参照して上記で説明したように、ターゲッ
ト基地局からのＵＥコンテキストリリースを受信すること、または認識することができる
。コンテキストリリースモジュール１２７５は、ステータス転送メッセージに続いて、お
よび成功裏の（successful）ハンドオーバ時に、ターゲット基地局からソース基地局にお
いてコンテキストリリースを受信すること、または認識することもできる。
【０１２６】
　[0145]ＩＰアドレス割当てモジュール１２８０は、図２～図５を参照して上記で説明し
たように、ソース基地局からＵＥにＩＰアドレスを送信することができる。コンテキスト
要求モジュール１２８５は、図２～図５を参照して上記で説明したように、ターゲット基
地局からソース基地局においてコンテキスト要求を受信することができる。
【０１２７】
　[0146]基地局１０５－ｈ、基地局１０５－ｉ、低レイテンシ管理モジュール１１０２－
ａ、またはハンドオーバ管理モジュール１１０４－ａの構成要素は、適用可能な機能の一
部または全部をハードウェアで実行するように適合された少なくとも１つのＡＳＩＣを用
いて、個々にまたはまとめて実装され得る。代替として、それらの機能は、１つまたは複
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数の他の処理ユニット（またはコア）によって、少なくとも１つのＩＣ上で実行され得る
。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る他のタ
イプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、
または別のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または
部分的に、１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行
されるようにフォーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【０１２８】
　[0147]図１３は、本開示の様々な態様による、選択されたＩＰフロー超低レイテンシの
ために構成された基地局１０５を含むシステム１３００を示す。システム１３００は、図
１～図１２を参照して上記で説明した基地局１０５の一例であり得る基地局１０５－ｊを
含み得る。基地局１０５－ｊは、図１０～図１２Ｂを参照して説明したネットワーク通信
管理モジュール１０１０の一例であり得るネットワーク通信管理モジュール１３１０を含
み得る。基地局１０５－ｊは、通信を送信するための構成要素と通信を受信するための構
成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素をも含み得る。たとえば
、基地局１０５－ｊは、ＵＥ１１５－ｌまたはＵＥ１１５－ｍと双方向に通信し得る。
【０１２９】
　[0148]場合によっては、基地局１０５－ｊは、１つまたは複数のワイヤードバックホー
ルリンクを有し得る。基地局１０５－ｊは、前の図を参照して説明した、コアネットワー
クまたはＥＰＣ１３０の一例であり得るコアネットワーク１３０－ｄに対するワイヤード
バックホールリンク（たとえば、Ｓ１インターフェースなど）を有し得る。基地局１０５
－ｊは、基地局間バックホールリンク（たとえば、Ｘ２インターフェース）を介して、基
地局１０５－ｋおよび基地局１０５－ｌなど、他の基地局１０５と通信することもできる
。基地局１０５の各々は、同じまたは異なるワイヤレス通信技術を使用してＵＥ１１５と
通信することができる。場合によっては、基地局１０５－ｊは、基地局通信モジュール１
３２５を利用して１０５－ｋまたは１０５－ｌなど、他の基地局と通信することもできる
。いくつかの実施形態では、基地局通信モジュール１３２５は、基地局１０５のうちのい
くつかの間の通信を行うために、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術内
のＸ２インターフェースを提供することができる。いくつかの実施形態では、基地局１０
５－ｊは、コアネットワーク１３０を通して他の基地局と通信することができる。場合に
よっては、基地局１０５－ｊは、ネットワーク通信モジュール１３３０を通してコアネッ
トワーク１３０と通信することができる。
【０１３０】
　[0149]基地局１０５－ｊは、プロセッサモジュール１３０５と、（ソフトウェア（ＳＷ
）１３２０を含む）メモリ１３１５と、トランシーバモジュール１３３５と、アンテナ１
３４０とを含み得、その各々は、（たとえば、バスシステム１３４５を介して）直接また
は間接的に互いと通信していることがある。トランシーバモジュール１３３５は、アンテ
ナ１３４０を介して、マルチモードデバイスであり得るＵＥ１１５と双方向に通信するよ
うに構成され得る。トランシーバモジュール１３３５（または、基地局１０５－ｋの他の
構成要素）はまた、アンテナ１３４０を介して、１つまたは複数の他の基地局（図示せず
）と双方向に通信するように構成され得る。トランシーバモジュール１３３５は、パケッ
トを変調し、変調されたパケットを送信のためにアンテナ１３４０に提供し、アンテナ１
３４０から受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。基地局１
０５－ｊは、各々が１つまたは複数の関連付けられるアンテナ１３４０をもつ複数のトラ
ンシーバモジュール１３３５を含み得る。トランシーバモジュールは、図１０の組み合わ
せられた受信機１００５および送信機１０１５の一例であり得る。
【０１３１】
　[0150]メモリ１３１５は、ＲＡＭとＲＯＭとを含み得る。メモリ１３１５はまた、実行
されるとプロセッサモジュール１３０５に本明細書で説明する様々な機能（たとえば、選
択されたＩＰフロー超低レイテンシ、メッセージルーティングなど）を実行させるように
構成された命令を含んでいるコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェアコー
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ド１３２０を記憶することができる。代替として、ソフトウェア１３２０は、プロセッサ
モジュール１３０５によって直接的に実行可能でないことがあるが、たとえば、コンパイ
ルされ実行されると、コンピュータに本明細書で説明する機能を実行させるように構成さ
れ得る。プロセッサモジュール１３０５は、インテリジェントハードウェアデバイス、た
とえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。プロセッサモジュー
ル１３０５は、エンコーダ、キュー処理モジュール、ベースバンドプロセッサ、無線ヘッ
ドコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）など、様々な専用プロセッサを含み
得る。
【０１３２】
　[0151]基地局通信モジュール１３２５は、他の基地局１０５との通信を管理し得る。通
信管理モジュールは、他の基地局１０５と協働してＵＥ１１５との通信を制御するための
コントローラまたはスケジューラを含み得る。たとえば、基地局通信モジュール１３２５
は、ビームフォーミングまたはジョイント送信などの様々な干渉緩和技法のためのＵＥ１
１５への送信のためのスケジューリングを協調させ得る。
【０１３３】
　[0152]図１４は、本開示の様々な態様による、選択されたＩＰフロー超低レイテンシの
ための方法１４００を示すフローチャートを示す。方法１４００の動作は、図１～図１３
を参照して説明したように、基地局、ＭＭＥ、ＬＧＷ、ＳＧＷなど、または、その構成要
素、を含むネットワークエンティティによって実装され得る。たとえば、方法１４００の
動作は、図１０～図１３を参照して説明したようにネットワーク通信管理モジュール１０
１０によって実行され得る。いくつかの例では、ネットワークエンティティは、以下で説
明する機能を実行するためにネットワークエンティティの機能要素を制御するためのコー
ドのセットを実行することができる。追加または代替として、ネットワークエンティティ
は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する態様機能を実行することができる。
【０１３４】
　[0153]ブロック１４０５において、ネットワークエンティティは、図２～図５を参照し
て上記で説明したように、第１のＵＥのレイテンシモードを決定することができる。いく
つかの例では、ブロック１４０５の動作は、図１１を参照して上記で説明したように、モ
ード識別モジュール１１０５によって実行され得る。
【０１３５】
　[0154]ブロック１４１０において、ネットワークエンティティは、図２～図５を参照し
て上記で説明したように、第１のＵＥのレイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて
、第１のＵＥのための低レイテンシＩＰパケットルーティングを有効化することができる
。場合によっては、低レイテンシＩＰパケットルーティングは、第１のＵＥのレイテンシ
モードと関連付けられるＡＰＮに関して有効化され得る。いくつかの例では、ブロック１
４１０の動作は、図１１を参照して上記で説明したように、低レイテンシ認証モジュール
１１１０によって実行され得る。
【０１３６】
　[0155]ブロック１４１５において、ネットワークエンティティは、図２～図５を参照し
て上記で説明したように、第１のＵＥの低レイテンシモードに少なくとも部分的に基づい
て、低レイテンシＩＰパケットルーティングのためのローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を
選択することができる。場合によっては、ＬＧＷはＡＰＮに基づいて選択され得る。いく
つかの例では、ブロック１４１５の動作は、図１１を参照して上記で説明したように、ロ
ーカルゲートウェイ選択モジュール１１１５によって実行され得る。
【０１３７】
　[0156]図１５は、本開示の様々な態様による、選択されたＩＰフロー超低レイテンシの
ための方法１５００を示すフローチャートを示す。方法１８００の動作は、図１～図１３
を参照して説明したように、基地局、ＭＭＥ、ＬＧＷ、ＳＧＷなどを含むネットワークエ
ンティティによって実装され得る。たとえば、方法１５００の動作は、図１０～図１３を
参照して説明したようにネットワーク通信管理モジュール１０１０によって実行され得る
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。いくつかの例では、ネットワークエンティティは、以下で説明する機能を実行するため
にネットワークエンティティの機能要素を制御するためのコードのセットを実行すること
ができる。追加または代替として、ネットワークエンティティは、専用ハードウェアを使
用して、以下で説明する態様機能を実行することができる。方法１５００はまた、図１４
の方法１４００の態様を組み込み得る。
【０１３８】
　[0157]ブロック１５０５において、ネットワークエンティティは、図２～図５を参照し
て上記で説明したように、第１のＵＥのレイテンシモードを決定することができる。いく
つかの例では、ブロック１５０５の動作は、図１１を参照して上記で説明したように、モ
ード識別モジュール１１０５によって実行され得る。
【０１３９】
　[0158]ブロック１５１０において、ネットワークエンティティは、図２～図５を参照し
て上記で説明したように、第１のＵＥのレイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて
、第１のＡＰのための低レイテンシＩＰパケットルーティングを有効化することができる
。場合によっては、低レイテンシＩＰパケットルーティングは、第１のＵＥのレイテンシ
モードと関連付けられるＡＰＮに関して有効化され得る。いくつかの例では、ブロック１
５１０の動作は、図１１を参照して上記で説明したように、低レイテンシ認証モジュール
１１１０によって実行され得る。
【０１４０】
　[0159]ブロック１５１５において、ネットワークエンティティは、図２～図５を参照し
て上記で説明したように、第１のＵＥのために構成された各ベアラに関するＱｏＳを決定
することができる。いくつかの例では、ブロック１５１５の動作は、図１２を参照して上
記で説明したように、ＱｏＳ決定モジュール１２０５によって実行され得る。
【０１４１】
　[0160]ブロック１５２０において、ネットワークエンティティは、図２～図５を参照し
て上記で説明したように、第１のＵＥの低レイテンシモードと、決定されたＱｏＳとに少
なくとも部分的に基づいて、低レイテンシＩＰパケットルーティングのためのローカルゲ
ートウェイ（ＬＧＷ）を選択することができる。場合によっては、ＬＧＷはＡＰＮに基づ
いて同様に選択され得る。いくつかの例では、ブロック１５２０の動作は、図１１を参照
して上記で説明したように、ローカルゲートウェイ選択モジュール１１１５によって実行
され得る。いくつかの例では、ネットワークエンティティは、ＬＧＷにおいてデータをキ
ャッシュすることもできる。
【０１４２】
　[0161]図１６は、本開示の様々な態様による、選択されたＩＰフロー超低レイテンシの
ための方法１６００を示すフローチャートを示す。方法１６００の動作は、図１～図１３
を参照して説明したように、基地局、ＭＭＥ、ＬＧＷ、ＳＧＷなどを含むネットワークエ
ンティティによって実装され得る。たとえば、方法１６００の動作は、図１０～図１３を
参照して説明したようにネットワーク通信管理モジュール１０１０によって実行され得る
。いくつかの例では、ネットワークエンティティは、以下で説明する機能を実行するため
にネットワークエンティティの機能要素を制御するためのコードのセットを実行すること
ができる。追加または代替として、ネットワークエンティティは、専用ハードウェアを使
用して、以下で説明する態様機能を実行することができる。方法１６００はまた、図１４
または図１５の方法１４００および方法１５００の態様を組み込み得る。
【０１４３】
　[0162]ブロック１６０５において、ネットワークエンティティは、図２～図５を参照し
て上記で説明したように、第１のＵＥのレイテンシモードを決定することができる。いく
つかの例では、ブロック１６０５の動作は、図１１を参照して上記で説明したように、モ
ード識別モジュール１１０５によって実行され得る。
【０１４４】
　[0163]ブロック１６１０において、ネットワークエンティティは、図２～図５を参照し
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て上記で説明したように、第１のＵＥのレイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて
、第１のＵＥのための低レイテンシＩＰパケットルーティングを有効化することができる
。場合によっては、低レイテンシＩＰパケットルーティングは、第１のＵＥのレイテンシ
モードと関連付けられるＡＰＮに関して有効化され得る。いくつかの例では、ブロック１
６１０の動作は、図１１を参照して上記で説明したように、低レイテンシ認証モジュール
１１１０によって実行され得る。
【０１４５】
　[0164]ブロック１６１５において、ネットワークエンティティは、図２～図５を参照し
て上記で説明したように、第１のＵＥの低レイテンシモードに少なくとも部分的に基づい
て、低レイテンシＩＰパケットルーティングのためのローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を
選択することができる。場合によっては、ＬＧＷはＡＰＮに基づいて同様に選択され得る
。いくつかの例では、ブロック１６１５の動作は、図１１を参照して上記で説明したよう
に、ローカルゲートウェイ選択モジュール１１１５によって実行され得る。
【０１４６】
　[0165]ブロック１６２０において、ネットワークエンティティは、図２～図５を参照し
て上記で説明したように、第１のＵＥおよび第２のＵＥが共通の基地局に接続されている
と決定することができる。いくつかの例では、ブロック１６２０の動作は、図１２を参照
して上記で説明したように、共有ｅＮＢ接続性モジュール１２１５によって実行され得る
。
【０１４７】
　[0166]ブロック１６２５において、ネットワークエンティティは、図２～図５を参照し
て上記で説明したように、第２のＵＥのレイテンシモードが第１のＵＥのレイテンシモー
ドと同じであると決定することができる。いくつかの例では、ブロック１６２５の動作は
、図１２を参照して上記で説明したように、レイテンシモード識別モジュール１２２０に
よって実行され得る。
【０１４８】
　[0167]ブロック１６３０において、ネットワークエンティティは、図２～図５を参照し
て上記で説明したように、第２のＵＥのレイテンシモードが第１のＵＥのレイテンシモー
ドと同じであると決定することに少なくとも部分的に基づいて、共通の基地局内で第１の
ＵＥと第２のＵＥとの間でパケットデータトラフィックをルーティングすることができる
。いくつかの例では、ブロック１６３０の動作は、図１２を参照して上記で説明したよう
に、パケットルーティングモジュール１２２５によって実行され得る。
【０１４９】
　[0168]この方法は、第１のＵＥのために構成された各ベアラに関するサービス品質（Ｑ
ｏＳ）を決定することと、決定されたＱｏＳに少なくとも部分的に基づいてＬＧＷを選択
することとを含むこともできる。いくつかの例では、この方法は、第１のＵＥおよび第２
のＵＥが共通の基地局に接続されていると決定することと、第２のＵＥのレイテンシモー
ドが第１のＵＥのレイテンシモードと同じであると決定することと、第２のＵＥのレイテ
ンシモードが第１のＵＥのレイテンシモードと同じであると決定することに基づいて、共
通の基地局内で第１のＵＥと第２のＵＥとの間でパケットデータトラフィックをルーティ
ングすることとをさらに含み得る。他の例では、この方法は、第１のＵＥが第１の基地局
に接続され、第２のＵＥが第２の基地局に接続されていると決定することと、ここで、第
１および第２の基地局がダイレクトバックホールリンクを介して通信している、第２のＵ
Ｅのレイテンシモードが第１のＵＥのレイテンシモードと同じであると決定することと、
第１の基地局と第２の基地局との間のダイレクトバックホールリンクを介して第１のＵＥ
と第２のＵＥとの間でパケットデータトラフィックをルーティングすることとを含み得る
。場合によっては、ルーティングは、ＬＧＷを介し、ＬＧＷは第１の基地局とコロケート
された第１のＬＧＷを備え、この方法は、第２の基地局とコロケートされた第２のＬＧＷ
を選択することと、第１のＬＧＷおよび第２のＬＧＷを介してパケットデータトラフィッ
クをルーティングすることとを含み得る。
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【０１５０】
　[0169]この方法はまた、第１のＵＥおよび第２のＵＥが共通のサービスゲートウェイ（
ＳＧＷ）に接続されていると決定することと、第２のＵＥのレイテンシモードが第１のＵ
Ｅのレイテンシモードと同じであると決定することと、第１のＵＥと第２のＵＥとの間で
ルーティングされたパケットをＳＧＷから受信することとを含み得る。場合によっては、
この方法は、ソース基地局からターゲット基地局への第１のＵＥのハンドオーバを識別す
ることと、ハンドオーバ中に低レイテンシＩＰパケットルーティングに関するサービス連
続性を維持することと、低レイテンシＩＰルーティング指示を備えるハンドオーバ要求を
ソース基地局からターゲット基地局に送ることと、ソース基地局においてターゲット基地
局から低レイテンシＩＰルーティング指示を備えるハンドオーバ肯定応答を受信すること
とを含み得る。さらなる例では、この方法は、低レイテンシＩＰパケットルーティングを
サポートするためのターゲット基地局の能力に少なくとも部分的に基づいて、ソース基地
局によってターゲット基地局を選択することと、低レイテンシＩＰルーティング指示を備
えるハンドオーバ要求をソース基地局からターゲット基地局に送ることと、ソース基地局
においてターゲット基地局から低レイテンシＩＰルーティング指示とＩＰアドレスとを備
えるハンドオーバ肯定応答を受信することと、ソース基地局から第１のＵＥにＩＰアドレ
スを送信することとを含み得る。
【０１５１】
　[0170]図１７は、本開示の様々な態様による、選択されたＩＰフロー超低レイテンシの
ための方法１７００を示すフローチャートを示す。方法１７００の動作は、図１～図１３
を参照して説明したように、ＵＥまたはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば
、方法１７００の動作は、図６～図９を参照して説明したように、通信管理モジュール６
１０によって実行され得る。いくつかの例では、ＵＥは、以下で説明する機能を実行する
ようにＵＥの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替と
して、ＵＥは、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する態様機能を実行し得る。
【０１５２】
　[0171]ブロック１７０５において、ＵＥは、図２～図５を参照して上記で説明したよう
に、レイテンシモード信号をネットワークに送信することができる。いくつかの例では、
ブロック１７０５の動作は、図７を参照して上記で説明したように、レイテンシモード送
信モジュール７０５によって実行され得る。
【０１５３】
　[0172]ブロック１７１０において、ＵＥは、図２～図５を参照して上記で説明したよう
に、レイテンシモード信号に少なくとも部分的に基づいて、低レイテンシＩＰパケットル
ーティングのための許可信号を受信することができる。場合によっては、低レイテンシＩ
Ｐパケットルーティングは、レイテンシモード信号、もしくは加入者情報、または両方に
基づいて、ＡＰＮに関して許可され得る。いくつかの例では、ブロック１７１０の動作は
、図７を参照して上記で説明したように、許可受信モジュール７１０によって実行され得
る。
【０１５４】
　[0173]ブロック１７１５において、ＵＥは、図２～図５を参照して上記で説明したよう
に、許可信号に少なくとも部分的に基づいて、ローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を介して
許可信号に従ってパケットをルーティングすることができる。いくつかの例では、ブロッ
ク１７１５の動作は、図７を参照して上記で説明したように、通信モジュール７１５によ
って実行され得る。
【０１５５】
　[0174]図１８は、本開示の様々な態様による、選択されたＩＰフロー超低レイテンシの
ための方法１８００を示すフローチャートを示す。方法１８００の動作は、図１～図１３
を参照して説明したように、ＵＥまたはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば
、方法１８００の動作は、図６～図９を参照して説明したように、通信管理モジュール６
１０によって実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明する機能を実
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行するようにＵＥの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または
代替として、ＵＥは、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する態様機能を実行し得
る。
【０１５６】
　[0175]ブロック１８０５において、ＵＥは、図２～図５を参照して上記で説明したよう
に、レイテンシモード信号をネットワークに送信することができる。いくつかの例では、
ブロック１８０５の動作は、図７を参照して上記で説明したように、レイテンシモード送
信モジュール７０５によって実行され得る。
【０１５７】
　[0176]ブロック１８１０において、ＵＥは、図２～図５を参照して上記で説明したよう
に、レイテンシモード信号に少なくとも部分的に基づいて、低レイテンシＩＰパケットル
ーティングのための許可信号を受信することができる。場合によっては、低レイテンシＩ
Ｐパケットルーティングは、レイテンシモード信号、もしくは加入者情報、または両方に
基づいて、ＡＰＮに関して許可され得る。いくつかの例では、ブロック１８１０の動作は
、図７を参照して上記で説明したように、許可受信モジュール７１０によって実行され得
る。
【０１５８】
　[0177]ブロック１８１５において、ＵＥは、図２～図５を参照して上記で説明したよう
に、許可信号に少なくとも部分的に基づいて、ローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を介して
許可信号に従ってパケットをルーティングすることができる。いくつかの例では、ブロッ
ク１８１５の動作は、図７を参照して上記で説明したように、通信モジュール７１５によ
って実行され得る。
【０１５９】
　[0178]ブロック１８２０において、ＵＥは、図２～図５を参照して上記で説明したよう
に、ＵＥが共通の基地局に接続されていると決定することができる。いくつかの例では、
ブロック１８２０の動作は、図８を参照して上記で説明したように、基地局間識別モジュ
ール８１０によって実行され得る。
【０１６０】
　[0179]ブロック１８２５において、ＵＥは、図２～図５を参照して上記で説明したよう
に、基地局内通信要求をネットワークに送信することができる。いくつかの例では、ブロ
ック１８２５の動作は、図８を参照して上記で説明したように、通信確立モジュール８１
５によって実行され得る。
【０１６１】
　[0180]ブロック１８３０において、ＵＥは、共通の基地局を介してＵＥと通信すること
ができ、ＵＥとのパケットデータトラフィックは、図２～図５を参照して上記で説明した
ように、共通の基地局内でルーティングされ得る。いくつかの例では、ブロック１８３０
の動作は、図８を参照して上記で説明したように、ルーティングモジュール８２０によっ
て実行され得る。
【０１６２】
　[0181]図１９は、本開示の様々な態様による、選択されたＩＰフロー超低レイテンシの
ための方法１９００を示すフローチャートを示す。方法１９００の動作は、図１～図１３
を参照して説明したように、ＵＥまたはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば
、方法１８００の動作は、図６～図９を参照して説明したように、通信管理モジュール６
１０によって実行され得る。いくつかの例では、ＵＥは、以下で説明する機能を実行する
ようにＵＥの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替と
して、ＵＥは、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する態様機能を実行し得る。
【０１６３】
　[0182]ブロック１９０５において、ＵＥは、図２～図５を参照して上記で説明したよう
に、レイテンシモード信号をネットワークに送信することができる。いくつかの例では、
ブロック１９０５の動作は、図７を参照して上記で説明したように、レイテンシモード送
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信モジュール７０５によって実行され得る。
【０１６４】
　[0183]ブロック１９１０において、ＵＥは、図２～図５を参照して上記で説明したよう
に、レイテンシモード信号に少なくとも部分的に基づいて、低レイテンシＩＰパケットル
ーティングのための許可信号を受信することができる。場合によっては、低レイテンシＩ
Ｐパケットルーティングは、レイテンシモード信号、もしくは加入者情報、または両方に
基づいて、ＡＰＮに関して許可され得る。いくつかの例では、ブロック１９１０の動作は
、図７を参照して上記で説明したように、許可受信モジュール７１０によって実行され得
る。
【０１６５】
　[0184]ブロック１９１５において、ＵＥは、図２～図５を参照して上記で説明したよう
に、許可信号に少なくとも部分的に基づいて、ローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を介して
許可信号に従ってパケットをルーティングすることができる。いくつかの例では、ブロッ
ク１９１５の動作は、図７を参照して上記で説明したように、通信モジュール７１５によ
って実行され得る。
【０１６６】
　[0185]ブロック１９２０において、ＵＥは、図２～図５を参照して上記で説明したよう
に、測定報告をソース基地局に送信することができる。いくつかの例では、ブロック１９
２０の動作は、図８を参照して上記で説明したように、測定報告モジュール８２５によっ
て実行され得る。
【０１６７】
　[0186]ブロック１９２５において、ＵＥは、図２～図５を参照して上記で説明したよう
に、測定報告に少なくとも部分的に基づいて開始されたハンドオーバ中にサービス連続性
を維持することができる。いくつかの例では、ブロック１９２５の動作は、図８を参照し
て上記で説明したように、連続性確立モジュール８３０によって実行され得る。
【０１６８】
　[0187]いくつかの例では、この方法は、サービス品質（ＱｏＳ）指示をネットワークに
送信すること、ここにおいて、許可信号がＱｏＳ指示に少なくとも部分的に基づく、をさ
らに含み得る。場合によっては、ＬＧＷは、ソース基地局と関連付けられるソースＬＧＷ
を備え、この方法は、ターゲット基地局と関連付けられるターゲットＬＧＷから新しいＩ
Ｐアドレス割振りを受信することと、ソースＬＧＷによって割り振られたＩＰアドレスを
利用して、アップリンクデータをターゲット基地局に送信することと、ソースＬＧＷによ
って割り振られたＩＰアドレスを利用して、ターゲット基地局からダウンリンクデータを
受信することと、ここにおいて、ダウンリンクデータがソース基地局を介してルーティン
グされ、新しいＩＰアドレスを利用するための指示をモビリティ管理エンティティ（ＭＭ
Ｅ）から受信することとをさらに含み得る。他の例では、この方法は、ターゲット基地局
と関連付けられるターゲットＬＧＷから割り振られた新しいＩＰアドレスを受信すること
と、ターゲット基地局と無線リソース制御（ＲＲＣ）接続を再確立することと、ターゲッ
トＬＧＷから割り振られた新しいＩＰアドレスを利用して、ターゲット基地局と通信する
こととを含み得る。またさらなる例では、この方法は、ターゲット基地局と関連付けられ
るターゲットＬＧＷから割り振られた新しいＩＰアドレスをモビリティ管理エンティティ
（ＭＭＥ）から受信することと、ターゲット基地局と無線リソース制御（ＲＲＣ）接続を
再確立することと、ターゲットＬＧＷから割り振られた新しいＩＰアドレスを利用して、
ターゲット基地局と通信することとを含み得る。
【０１６９】
　[0188]したがって、方法１４００、１５００、１６００、１７００、１８００、および
１９００は、選択されたＩＰフロー超低レイテンシを提供し得る。方法１４００、１５０
０、１６００、１７００、１８００、および１９００は可能な実装形態を表すこと、なら
びに動作およびステップは、他の実装形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは
場合によっては変更され得ることに留意されたい。いくつかの例では、方法１４００、１
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５００、１６００、１７００、１８００、および１９００のうちの２つまたはそれ以上か
らの態様が組み合わせられ得る。
【０１７０】
　[0189]添付の図面に関して上記に記載した詳細な説明は、例示的な実施形態について説
明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入るすべての実施形態を表すとは限
らない。本明細書で使用される「例示的」という用語は、「例、事例、または例示の働き
をすること」を意味し、「好ましい」または「他の実施形態よりも有利な」を意味しない
。発明を実施するための形態は、説明する技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む
。ただし、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしに実践され得る。場合によっては
、説明した実施形態の概念を不明瞭にすることを回避するために、よく知られている構造
およびデバイスがブロック図の形態で示されている。
【０１７１】
　[0190]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
。たとえば、上の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信号
、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、光
場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１７２】
　[0191]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよびモジュールは、
汎用プロセッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡもしくは他のプログラマブル論理デバイス
、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または本明細書で
説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装または実行
され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサ
は、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械で
あり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ（たとえば、ＤＳＰとマ
イクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つま
たは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成）としても実装され得
る。
【０１７３】
　[0192]本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサに
よって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令または
コードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶され得るか、またはコンピュータ可読媒体を
介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示の範囲内および添付の特許請求の
範囲内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質に起因して、上述された機能は、プロセッ
サ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのいずれかの組
合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装され得る。機能を実装する特徴はま
た、様々な物理的位置において機能の部分が実装されるように分散されることを含めて、
様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用さ
れる場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」あるいは「のうちの１つ
または複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「または」は、たとえば、Ａ
、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つの列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたは
ＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような包括的
列挙を示す。
【０１７４】
　[0193]コンピュータ可読媒体は、コンピュータプログラムのある場所から別の場所への
転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記
憶媒体は、汎用または専用のコンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒
体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気
的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクト
ディスク（ＣＤ）ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージも
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しくは他の磁気ストレージデバイス、または命令またはデータ構造の形態の所望のプログ
ラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ
、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備え
ることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえ
ば、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、
または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ソフトウェア
がウェブサイト、サーバまたは他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、
光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波な
どワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およ
びディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（di
sc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（
disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（
disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光
学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１７５】
　[0194]本開示の前述の説明は、当業者が本開示を作成または使用することができるよう
に与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとなり、本明細書
で定義される一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得
る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきでなく、
本明細書で開示した原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられるべきであ
る。
【０１７６】
　[0195]本明細書で説明した技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）
、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムなど、
様々なワイヤレス通信システムのために使用され得る。「システム」および「ネットワー
ク」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２００
０、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access
）などのような無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９
５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００　Ｒｅｌｅａｓｅ０およびＡ
は、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８
５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、Ｈｉｇｈ　Ｒａｔｅ　Ｐａｃｋ
ｅｔ　Ｄａｔａ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ
（登録商標））とＣＤＭＡの他の変形とを含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グ
ローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）
のような無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバン
ド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA
）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭ
ＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実
装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーショ
ンシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ（登録商標）ロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するユ
ニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ）の新しいリリースで
ある。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびモバイル通信用
グローバルシステム（ＧＳＭ）は、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰ
Ｐ：3rd Generation Partnership Project）と称する団体からの文書に記載されている。
ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３Ｇ
ＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体からの文書に記載されて
いる。本明細書に記載される技法は、上述のシステムおよび無線技術、ならびに他のシス
テムおよび無線技術に使用される場合がある。しかしながら、上記の説明は、例としてＬ
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ＴＥシステムを記載し、上記の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法
はＬＴＥの適用例以外に適用可能である。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ワイヤレス通信の方法であって、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）のレイテンシモードを決定することと、
　前記第１のＵＥの前記レイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＵ
Ｅのための低レイテンシインターネットプロトコル（ＩＰ）パケットルーティングを有効
化することと、
　前記第１のＵＥの前記レイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて、前記低レイテ
ンシＩＰパケットルーティングのためのローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を選択すること
とを備える、方法。
[Ｃ２]　前記低レイテンシＩＰパケットルーティングが、前記第１のＵＥの前記レイテン
シモードと関連付けられるアクセスポイント名（ＡＰＮ）に関して有効化され、前記ＬＧ
Ｗが前記ＡＰＮに少なくとも部分的に基づいて選択される、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記第１のＵＥのために構成された各ベアラに関するサービス品質（ＱｏＳ）を
決定することと、
　前記決定されたＱｏＳに少なくとも部分的に基づいて前記ＬＧＷを選択することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ４]　前記第１のＵＥおよび第２のＵＥが共通の基地局に接続されていると決定するこ
とと、
　前記第２のＵＥのレイテンシモードが前記第１のＵＥの前記レイテンシモードと同じで
あると決定することと、
　前記第２のＵＥの前記レイテンシモードが前記第１のＵＥの前記レイテンシモードと同
じであると決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記共通の基地局内で前記第１
のＵＥと前記第２のＵＥとの間でパケットデータトラフィックをルーティングすることと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ５]　前記第１のＵＥが第１の基地局に接続され、第２のＵＥが第２の基地局に接続さ
れていると決定することと、ここにおいて、前記第１の基地局および前記第２の基地局が
ダイレクトバックホールリンクを介して通信している、
　前記第２のＵＥのレイテンシモードが前記第１のＵＥの前記レイテンシモードと同じで
あると決定することと、
　前記第１の基地局と前記第２の基地局との間の前記ダイレクトバックホールリンクを介
して前記第１のＵＥと前記第２のＵＥとの間でパケットデータトラフィックをルーティン
グすることと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ６]　前記ルーティングが前記ＬＧＷを介し、前記ＬＧＷが前記第１の基地局とコロケ
ートされた第１のＬＧＷを備え、前記方法が、
　前記第２の基地局とコロケートされた第２のＬＧＷを選択することと、
　前記第１のＬＧＷと前記第２のＬＧＷとを介して前記パケットデータトラフィックをル
ーティングすることとをさらに備える、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ７]　前記第１のＵＥおよび第２のＵＥが共通のサービングゲートウェイ（ＳＧＷ）に
接続されていると決定することと、
　前記第２のＵＥのレイテンシモードが前記第１のＵＥの前記レイテンシモードと同じで
あると決定することと、
　前記第１のＵＥと前記第２のＵＥとの間でルーティングされたパケットを前記ＳＧＷか
ら受信することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ８]　ソース基地局からターゲット基地局への前記第１のＵＥのハンドオーバを識別す
ることと、
　前記ハンドオーバ中に前記低レイテンシＩＰパケットルーティングに関するサービス連
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続性を維持することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ９]　前記ソース基地局から前記ターゲット基地局に低レイテンシＩＰルーティング指
示を備えたハンドオーバ要求を送ることと、
　前記ソース基地局において前記ターゲット基地局から前記低レイテンシＩＰルーティン
グ指示を備えたハンドオーバ肯定応答を受信することと
　をさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
[Ｃ１０]　前記低レイテンシＩＰパケットルーティングをサポートするための前記ターゲ
ット基地局の能力に少なくとも部分的に基づいて、前記ソース基地局によって前記ターゲ
ット基地局を選択すること
　をさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
[Ｃ１１]　前記ソース基地局から前記ターゲット基地局に低レイテンシＩＰルーティング
指示を備えたハンドオーバ要求を送ることと、
　前記ソース基地局において前記ターゲット基地局から前記低レイテンシＩＰルーティン
グ指示とＩＰアドレスとを備えたハンドオーバ肯定応答を受信することと、
　前記ソース基地局から前記第１のＵＥに前記ＩＰアドレスを送信することと
　をさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
[Ｃ１２]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）のレイテンシモードを決定するための手段と、
　前記第１のＵＥの前記レイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＵ
Ｅのための低レイテンシインターネットプロトコル（ＩＰ）パケットルーティングを有効
化するための手段と、
　前記第１のＵＥの前記レイテンシモードに少なくとも部分的に基づいて、前記低レイテ
ンシＩＰパケットルーティングのためのローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を選択するため
の手段とを備える、装置。
[Ｃ１３]　前記第１のＵＥの前記レイテンシモードと関連付けられるアクセスポイント名
（ＡＰＮ）に関して前記低レイテンシＩＰパケットルーティングを有効化するための手段
と、
　前記ＡＰＮに少なくとも部分的に基づいて前記ＬＧＷを選択するための手段と
　をさらに備える、Ｃ１２に記載の装置。
[Ｃ１４]　前記第１のＵＥのために構成された各ベアラに関するサービス品質（ＱｏＳ）
を決定するための手段と、
　前記決定されたＱｏＳに少なくとも部分的に基づいて前記ＬＧＷを選択するための手段
と
　をさらに備える、Ｃ１２に記載の装置。
[Ｃ１５]　前記第１のＵＥおよび第２のＵＥが共通の基地局に接続されていると決定する
ための手段と、
　前記第２のＵＥのレイテンシモードが前記第１のＵＥの前記レイテンシモードと同じで
あると決定するための手段と、
　前記第２のＵＥの前記レイテンシモードが前記第１のＵＥの前記レイテンシモードと同
じであると決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記共通の基地局内で前記第１
および第２のＵＥとの間でパケットデータトラフィックをルーティングするための手段と
　をさらに備える、Ｃ１２に記載の装置。
[Ｃ１６]　前記第１のＵＥが第１の基地局に接続され、第２のＵＥが第２の基地局に接続
されていると決定するための手段と、ここにおいて、前記第１および第２の基地局がダイ
レクトバックホールリンクを介して通信している、
　前記第２のＵＥのレイテンシモードが前記第１のＵＥの前記レイテンシモードと同じで
あると決定するための手段と、
　前記第１および第２の基地局との間の前記ダイレクトバックホールリンクを介して前記
第１および第２のＵＥとの間でパケットデータトラフィックをルーティングするための手
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段と
　をさらに備える、Ｃ１２に記載の装置。
[Ｃ１７]　前記第１および第２の基地局との間の前記ダイレクトバックホールリンクを介
して前記第１および第２のＵＥとの間でデータトラフィックをルーティングするための前
記手段が、前記第１の基地局とコロケートされた第１のＬＧＷを備え、前記装置が、
　前記第２の基地局とコロケートされた第２のＬＧＷを選択するための手段と、
　前記第１のＬＧＷと前記第２のＬＧＷとを介して前記パケットデータトラフィックをル
ーティングするための手段とをさらに備える、Ｃ１６に記載の装置。
[Ｃ１８]　前記第１のＵＥおよび第２のＵＥが共通のサービングゲートウェイ（ＳＧＷ）
に接続されていると決定するための手段と、
　前記第２のＵＥのレイテンシモードが前記第１のＵＥの前記レイテンシモードと同じで
あると決定するための手段と、
　前記ＳＧＷ内で前記第１および第２のＵＥとの間でパケットデータトラフィックをルー
ティングするための手段と
　をさらに備える、Ｃ１２に記載の装置。
[Ｃ１９]　ソース基地局からターゲット基地局への前記第１のＵＥのハンドオーバを識別
するための手段と、
　前記ハンドオーバ中にサービス連続性を維持するための手段と
　をさらに備える、Ｃ１２に記載の装置。
[Ｃ２０]　前記ソース基地局から前記ターゲット基地局に低レイテンシＩＰルーティング
指示を備えたハンドオーバ要求を送るための手段と、
　前記ソース基地局において前記ターゲット基地局から前記低レイテンシＩＰルーティン
グ指示を備えたハンドオーバ肯定応答を受信するための手段と
　をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２１]　前記低レイテンシＩＰパケットルーティングをサポートするための前記ターゲ
ット基地局の能力に少なくとも部分的に基づいて、前記ソース基地局によって前記ターゲ
ット基地局を選択するための手段
　をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２２]　前記ソース基地局から前記ターゲット基地局に低レイテンシＩＰルーティング
指示を備えたハンドオーバ要求を送るための手段と、
　前記ソース基地局において前記ターゲット基地局から前記低レイテンシＩＰルーティン
グ指示とＩＰアドレスとを備えたハンドオーバ肯定応答を受信するための手段と、
　前記ソース基地局から前記第１のＵＥに前記ＩＰアドレスを送信するための手段と
　をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２３]　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　レイテンシモード信号をネットワークに送信することと、
　前記レイテンシモード信号に少なくとも部分的に基づいて、低レイテンシインターネッ
トプロトコル（ＩＰ）パケットルーティングのための許可信号を受信することと、
　前記許可信号に少なくとも部分的に基づいて、ローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を介し
て前記許可信号に従ってパケットをルーティングすることとを備える、方法。
[Ｃ２４]　前記低レイテンシＩＰパケットルーティングが、前記レイテンシモード信号、
もしくは加入者情報、または両方に少なくとも部分的に基づいて、アクセスポイント名（
ＡＰＮ）に関して許可される、Ｃ２３に記載の方法。
[Ｃ２５]　サービス品質（ＱｏＳ）指示を前記ネットワークに送信すること、ここにおい
て、前記許可信号が前記ＱｏＳ指示に少なくとも部分的に基づく、
　をさらに備える、Ｃ２３に記載の方法。
[Ｃ２６]　測定報告をソース基地局に送信することと、
　前記測定報告に少なくとも部分的に基づいて開始されたハンドオーバ中にサービス連続
性を維持することと
　をさらに備える、Ｃ２３に記載の方法。
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[Ｃ２７]　前記ＬＧＷがソース基地局と関連付けられるソースＬＧＷを備え、前記方法が
、
　ターゲット基地局と関連付けられるターゲットＬＧＷから新しいＩＰアドレス割振りを
受信することと、
　前記ソースＬＧＷによって割り振られたＩＰアドレスを利用して、アップリンクデータ
を前記ターゲット基地局に送信することと、
　前記ソースＬＧＷによって割り振られた前記ＩＰアドレスを利用して、前記ターゲット
基地局からダウンリンクデータを受信することと、ここにおいて、前記ダウンリンクデー
タが前記ソース基地局を介してルーティングされる、
　前記新しいＩＰアドレスを利用するための指示をモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ
）から受信することとをさらに備える、Ｃ２３に記載の方法。
[Ｃ２８]　ターゲット基地局と関連付けられるターゲットＬＧＷから割り振られた新しい
ＩＰアドレスを受信することと、
　前記ターゲット基地局との無線リソース制御（ＲＲＣ）接続を再確立することと、
　前記ターゲットＬＧＷから割り振られた前記新しいＩＰアドレスを利用して、前記ター
ゲット基地局と通信することと
　をさらに備える、Ｃ２６に記載の方法。
[Ｃ２９]　ターゲット基地局と関連付けられるターゲットＬＧＷから割り振られた新しい
ＩＰアドレスをモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）から受信することと、
　前記ターゲット基地局との無線リソース制御（ＲＲＣ）接続を再確立することと、
　前記ターゲットＬＧＷから割り振られた前記新しいＩＰアドレスを利用して、前記ター
ゲット基地局と通信することと
　をさらに備える、Ｃ２３に記載の方法。
[Ｃ３０]　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　レイテンシモード信号をネットワークに送信するための手段と、
　前記レイテンシモード信号に少なくとも部分的に基づいて、低レイテンシインターネッ
トプロトコル（ＩＰ）パケットルーティングのための許可信号を受信するための手段と、
　前記許可信号に少なくとも部分的に基づいて、ローカルゲートウェイ（ＬＧＷ）を介し
て前記ネットワークと通信するための手段とを備える、装置。
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